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(57)【要約】
【課題】腰部パネルを用いて機種の個性を際立たせるこ
とができる遊技機を提供する。
【解決手段】本発明の遊技機は、遊技機本体と、遊技機
本体に設けられた腰部パネルとを備える。腰部パネルは
、外装を形成する外装カバーと、遊技機本体に取り付け
られ、外装カバーに覆われた基板と、基板に実装された
光源と、光源の光を外装カバーの裏面へ導く導光部材と
、を有する。導光部材は、光源に対向する凸レンズ状の
突部と、突部を中心とした波紋状の溝部を有する。
【選択図】図２８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機本体と、
　前記遊技機本体に設けられた腰部パネルと、を備え、
　前記腰部パネルは、
　外装を形成する外装カバーと、
　前記遊技機本体に取り付けられ、前記外装カバーに覆われた基板と、
　前記基板に実装された光源と、
　前記光源の光を前記外装カバーの裏面へ導く導光部材と、を有し、
　前記導光部材は、前記光源に対向する凸レンズ状の突部と、前記突部を中心とした波紋
状の溝部を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記外装カバーは、前記遊技機本体における中央部の前面を覆い、且つ、表面に凹凸が
形成されており、
　前記基板は、複数設けられており、前記遊技機本体の前面に前記外装カバーの凹凸に合
わせて段状に配置されており、
　前記外装カバーの特定部位と前記複数の基板の少なくとも１つとの間に配置され、前記
複数の基板の少なくとも１つに実装された光源の光を前記特定部位に向けて反射させるリ
フレクタを備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の図柄がそれぞれの表面に設けられた複数のリールと、スタートスイッチと
、ストップスイッチと、各リールに対応して設けられたステッピングモータと、制御部と
を備えた、パチスロと呼ばれる遊技機が知られている。スタートスイッチは、メダルやコ
インなどの遊技媒体が遊技機に投入された後、スタートレバーが遊技者により操作された
こと（以下、「開始操作」ともいう）を検出し、全てのリールの回転の開始を要求する信
号を出力する。ストップスイッチは、各リールに対応して設けられたストップボタンが遊
技者により押されたこと（以下、「停止操作」ともいう）を検出し、該当するリールの回
転の停止を要求する信号を出力する。ステッピングモータは、その駆動力を対応するリー
ルに伝達する。また、制御部は、スタートスイッチ及びストップスイッチにより出力され
た信号に基づいて、ステッピングモータの動作を制御し、各リールの回転動作及び停止動
作を行う。
【０００３】
　このような遊技機では、開始操作が検出されると、プログラム上で乱数を用いた抽籤処
理（以下、「内部抽籤処理」という）が行われ、その抽籤の結果（以下、「内部当籤役」
という）と停止操作のタイミングとに基づいてリールの回転の停止を行う。具体的には、
ストップボタンが押されたときから規定時間内に、該当するリールの回転を停止する制御
を行う。この規定時間内にリールの回転に伴って移動する図柄の数を「滑り駒数」と呼ば
れている。
【０００４】
　全てのリールの回転が停止され、入賞の成立に係る図柄の組合せが表示されると、その
図柄の組合せに対応する特典が遊技者に付与される。なお、遊技者に付与される特典の例
としては、遊技媒体（メダル等）の払い出し、遊技媒体を消費することなく再度、内部抽
籤処理を行う再遊技（以下、「リプレイ」ともいう）の作動、遊技媒体の払い出し機会が
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増加するボーナスゲームの作動等を挙げることができる。
【０００５】
　ところで、上記構成の遊技機には、表示装置と、表示装置の表示面に重なる位置に移動
可能な可動部材（所謂、役物）とを備えているものがある（例えば、特許文献１参照）。
この特許文献１に記載された遊技機では、表示装置が出力する映像と可動部材の動作とを
連動させる演出が行われる。このような遊技機によれば、表示装置が出力する映像と可動
部材の動作とによる相乗効果を図ることができ、演出の興趣を向上させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－０１３６８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載された遊技機では、可動部材に応じた映像を表示装置
の表示面に単に表示させていた。そのため、可動部材と表示装置の映像との関連性が希薄
になるという問題があった。
　また、腰部パネルを用いて機種の個性を際立たせることが望まれていた。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、腰部パネ
ルを用いて機種の個性を際立たせることができる遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明では、以下のような構成の遊技機を提供する。
【００１０】
　遊技機本体（例えば、後述の外装体２）と、
　前記遊技機本体に設けられた腰部パネルと、を備え、
　前記腰部パネルは、
　外装を形成する外装カバーと、
　前記遊技機本体に取り付けられ、前記外装カバーに覆われた基板と、
　前記基板に実装された光源と、
　前記光源の光を前記外装カバーの裏面へ導く導光部材と、を有し、
　前記導光部材は、前記光源に対向する凸レンズ状の突部と、前記突部を中心とした波紋
状の溝部を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【００１１】
　また、前記本発明の遊技機は、
　前記外装カバーは、前記遊技機本体における中央部の前面を覆い、且つ、表面に凹凸が
形成されており、
　前記基板は、複数設けられており、前記遊技機本体の前面に前記外装カバーの凹凸に合
わせて段状に配置されており、
　前記外装カバーの特定部位と前記複数の基板の少なくとも１つとの間に配置され、前記
複数の基板の少なくとも１つに実装された光源の光を前記特定部位に向けて反射させるリ
フレクタを備えるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　上記構成の本発明の遊技機によれば、腰部パネルを用いて機種の個性を際立たせること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
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【図１】本発明の一実施形態の遊技機における機能フローを説明するための図である。
【図２】本発明の一実施形態の遊技機における外観構造を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態の遊技機におけるフロントパネルの正面図である。
【図４】本発明の一実施形態の遊技機における内部構造を示す図である。
【図５】本発明の一実施形態の遊技機が備える回路の全体構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施形態における副制御回路の内部構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の一実施形態の遊技機におけるフロントパネルの分解斜視図である。
【図８】本発明の一実施形態の遊技機におけるパネル枠の正面図である。
【図９】本発明の一実施形態の遊技機におけるサイドランプユニットの分解斜視図である
。
【図１０】本発明の一実施形態の遊技機における左可動ユニットの分解斜視図である。
【図１１】本発明の一実施形態の遊技機における左可動部材の分解斜視図である。
【図１２】本発明の一実施形態の遊技機における左移動機構の分解斜視図（その１）であ
る。
【図１３】本発明の一実施形態の遊技機における左移動機構の分解斜視図（その２）であ
る。
【図１４】本発明の一実施形態の遊技機における左可動部材の動作説明図（その１）であ
る。
【図１５】本発明の一実施形態の遊技機における左可動部材の動作説明図（その２）であ
る。
【図１６】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動ユニットの分解斜視図である。
【図１７】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動部材の分解斜視図である。
【図１８】本発明の一実施形態の遊技機における中央移動機構の分解斜視図である。
【図１９】本発明の一実施形態の遊技機における中央移動機構の第１リンク部材の縦断面
図である。
【図２０】本発明の一実施形態の遊技機における中央移動機構の後面を示す斜視図である
。
【図２１】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動部材の動作説明図（その１）で
ある。
【図２２】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動部材の動作説明図（その２）で
ある。
【図２３】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動部材の動作説明図（その３）で
ある。
【図２４】本発明の一実施形態の遊技機における中央可動部材の動作説明図（その４）で
ある。
【図２５】本発明の一実施形態における腰部パネルの分解斜視図である。
【図２６】本発明の一実施形態における腰部パネルの横断面図である。
【図２７】本発明の一実施形態における導光部材の斜視図である。
【図２８】図２７に示すＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態を示す遊技機としてパチスロを例に挙げ、図面を参照しなが
ら、その構成及び動作について説明する。
【００１５】
＜機能フロー＞
　まず、図１を参照して、パチスロの機能フローについて説明する。本実施形態のパチス
ロでは、遊技を行うための遊技媒体としてメダルを用いる。なお、遊技媒体としては、メ
ダル以外にも、例えば、コイン、遊技球、遊技用のポイントデータ又はトークン等を適用
することもできる。
【００１６】
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　遊技者によりパチスロにメダルが投入され、スタートレバーが操作されると、予め定め
られた数値範囲（例えば、０～６５５３５）の乱数から１つの値（以下、乱数値という）
が抽出される。
【００１７】
　内部抽籤手段は、抽出された乱数値に基づいて抽籤を行い、内部当籤役を決定する。こ
の内部抽籤手段は、後述する主制御回路が備える各種処理手段（処理機能）の一つである
。内部当籤役の決定により、後述の有効ライン（入賞判定ライン）に沿って表示を行うこ
とを許可する図柄の組合せが決定される。なお、図柄の組合せの種別としては、メダルの
払い出し、再遊技（リプレイ）の作動、ボーナスの作動等といった特典が遊技者に与えら
れる「入賞」に係るものと、それ以外のいわゆる「はずれ」に係るものとが設けられる。
【００１８】
　また、スタートレバーが操作されると、複数のリールの回転が行われる。その後、遊技
者により所定のリールに対応するストップボタンが押されると、リール停止制御手段は、
内部当籤役とストップボタンが押されたタイミングとに基づいて、該当するリールの回転
を停止する制御を行う。このリール停止制御手段は、後述する主制御回路が備える各種処
理手段（処理機能）の一つである。
【００１９】
　パチスロでは、基本的に、ストップボタンが押されたときから規定時間（１９０ｍｓｅ
ｃ又は７５ｍｓｅｃ）内に、該当するリールの回転を停止する制御が行われる。本実施形
態では、この規定時間内にリールの回転に伴って移動する図柄の数を「滑り駒数」と呼ぶ
。そして、本実施形態では、規定期間が１９０ｍｓｅｃである場合には、滑り駒数の最大
数（最大滑り駒数）を図柄４個分に定め、規定期間が７５ｍｓｅｃである場合には、最大
滑り駒数を図柄１個分に定める。
【００２０】
　リール停止制御手段は、入賞に係る図柄の組合せ表示を許可する内部当籤役が決定され
ているときは、通常、１９０ｍｓｅｃ（図柄４駒分）の規定時間内に、その図柄の組合せ
が有効ラインに沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。また、リール停
止制御手段は、例えば、第２種特別役物であるチャレンジボーナス（以下、「ＣＢ」とい
う）及び「ＣＢ」を連続して作動させる「ＭＢ」（ミドルボーナス）の動作時には、１つ
以上のリールに対して、規定時間７５ｍｓｅｃ（図柄１駒分）内に、その図柄の組合せが
入賞判定ラインに沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。さらに、リー
ル停止制御手段は、遊技状態に対応する各種規定時間を利用して、内部当籤役によってそ
の表示が許可されていない図柄の組合せが有効ラインに沿って表示されないようにリール
の回転を停止させる。
【００２１】
　こうして、複数のリールの回転がすべて停止されると、入賞判定手段は、有効ラインに
沿って表示された図柄の組合せが、入賞に係るものであるか否かの判定を行う。この入賞
判定手段もまた、後述する主制御回路が備える各種処理手段（処理機能）の一つである。
そして、表示された図柄の組合せが、入賞判定手段により入賞に係るものであるとの判定
が行われると、メダルの払い出し等の特典が遊技者に与えられる。パチスロでは、以上の
ような一連の流れが１回の遊技（単位遊技）として行われる。
【００２２】
　また、パチスロでは、前述した一連の遊技動作の流れの中で、液晶表示装置などの表示
装置により行う映像の表示、各種ランプにより行う光の出力、スピーカにより行う音の出
力、或いはこれらの組合せを利用して様々な演出が行われる。
【００２３】
　具体的には、スタートレバーが操作されると、上述した内部当籤役の決定に用いられた
乱数値とは別に、演出用の乱数値（以下、演出用乱数値という）が抽出される。演出用乱
数値が抽出されると、演出内容決定手段は、内部当籤役に対応づけられた複数種類の演出
内容の中から今回実行する演出を抽籤により決定する。この演出内容決定手段は、後述す
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る副制御回路が備える各種処理手段（処理機能）の一つである。
【００２４】
　次いで、演出内容決定手段により演出内容が決定されると、演出実行手段は、リールの
回転開始時、各リールの回転停止時、入賞の有無の判定時等の各契機に連動させて対応す
る演出を実行する。このように、パチスロでは、内部当籤役に対応づけられた演出内容を
実行することによって、決定された内部当籤役（言い換えると、狙うべき図柄の組合せ）
を知る機会又は予想する機会が遊技者に提供され、遊技者の興味の向上を図ることができ
る。
【００２５】
＜パチスロの構造＞
　次に、図２～図４を参照して、本実施形態におけるパチスロの構造について説明する。
【００２６】
［外観構造］
　まず、パチスロ１の外観構造を、図２及び図３を参照しながら説明する。図２は、本実
施形態のパチスロ１の外部構造を示す斜視図であり、図３は、パチスロ１のフロントパネ
ルの正面図である。
【００２７】
　パチスロ１は、図２に示すように、外装体（遊技機本体）２を備える。外装体２は、リ
ールや回路基板等を収容するキャビネット２ａと、キャビネット２ａに対して開閉可能に
取り付けられたフロントドア２ｂと、を有する。
【００２８】
　キャビネット２ａの両側面には、把手７が設けられる（図２では一方の側面の把手７の
みを示す）。把手７は凹状部材で構成され、パチスロ１を運搬するときに作業者の手がこ
の把手７にかけられる。
【００２９】
　キャビネット２ａの内部には、図３及び後述の図４に示すように、３つのリール３Ｌ，
３Ｃ，３Ｒ（変動表示手段）が設けられ、該３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは横方向（リ
ールの回転方向と直交する方向）に一列に配置される。以下、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを
、それぞれ左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、右リール３Ｒという。各リール（表示列）は、
円筒状に形成されたリール本体と、リール本体の周面に装着された透光性のシート材とを
有する。シート材の表面には、複数（例えば２１個）の図柄が周方向（リールの回転方向
）に沿って描かれ、図柄の配列方向に沿って互いに隣り合う図柄は所定の間隔をあけて配
置される。
【００３０】
　フロントドア２ｂは、ドア本体９と、フロントパネル１０と、表示装置の一具体例であ
る液晶表示装置１１（図３参照）と、腰部パネル１２とを備える。ドア本体９は、ヒンジ
（不図示）を用いてキャビネット２ａに開閉可能に取り付けられる。ヒンジは、パチスロ
１の前方側（遊技者側）からドア本体９を見た場合、ドア本体９の左側の側端部に設けら
れる。
【００３１】
　液晶表示装置１１（報知手段）は、ドア本体９の上部に取り付けられており、映像の表
示による演出を実行する。この液晶表示装置１１は、図３に示すように、左リール３Ｌ、
中リール３Ｃ及び右リール３Ｒに描かれた図柄をそれぞれ表示するための３つの表示窓４
Ｌ，４Ｃ，４Ｒを含む表示部（表示画面）１１ａを備える。本実施形態では、３つの表示
窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒを含む表示部１１ａの全体を使って、映像の表示が行われ、演出が実
行される。
【００３２】
　３つの表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒは、例えばアクリル板等の透明部材で形成される。この
３つの表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒは、正面（遊技者側）から見て、３つのリールの配置領域
と重畳する位置に設けられ、かつ、３つのリールより手前（遊技者側）に位置するように
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設けられる。したがって、遊技者は、３つの表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒを介して、それらの
背後に設けられた３つのリールを視認することができる。
【００３３】
　本実施形態では、各表示窓は、その背後に設けられた対応するリールの回転が停止した
とき、各リールに描かれた（配列された）複数の図柄のうち、連続して配置された３つの
図柄を表示できる大きさに設定されている。それゆえ、各表示窓の枠内には、図３に示す
ように、リール毎に上段、中段及び下段の各図柄表示領域（以下、それぞれ上段領域、中
段領域及び下段領域という）が設けられ、各図柄表示領域に１個の図柄が表示される。す
なわち、３つの表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒには、３×３の配列形態で図柄が表示される。そ
して、本実施形態では、左リール３Ｌの中段領域、中リール３Ｃの中段領域、及び、右リ
ール３Ｒの中段領域を結ぶライン（センターライン）を、入賞か否かの判定を行う有効ラ
インとして定義する。
【００３４】
　フロントパネル１０は、ドア本体９の上部において液晶表示装置１１の表示画面（表示
部１１ａ）の周縁部分を覆うように取り付けられ、かつ、表示部１１ａの正面側の面上に
重畳して配置される。
【００３５】
　また、フロントパネル１０には、ランプ群２１と、サイドランプユニット２２Ｌ，２２
Ｒ（以下、左サイドランプユニット２２Ｌ及び右サイドランプユニット２２Ｒという）と
、仕切り部材２３とが設けられる。
【００３６】
　ランプ群２１は、例えば、遊技者側から見て、フロントパネル１０の左側部に設けられ
たランプ２１ａ、及び、フロントパネル１０の右側部に設けられたランプ２１ｂを含む（
図３参照）。ランプ群２１を構成する各ランプは、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）等で
構成され、演出内容に対応するパターンで、光を点灯及び消灯する。
【００３７】
　図２及び図３に示すように、左サイドランプユニット２２Ｌは、遊技者側から見て、フ
ロントパネル１０の左側部に設けられ、且つ、ランプ２１ａの下方に配置されている。一
方、右サイドランプユニット２２Ｒは、遊技者側から見て、フロントパネル１０の右側部
に設けられ、且つ、ランプ２１ｂの下方に配置されている。なお、左サイドランプユニッ
ト２２Ｌ及び右サイドランプユニット２２Ｒの構成については、後で図８を用いて説明す
る。
【００３８】
　仕切り部材２３は、フロントパネル１０の右側部に設けられ、且つ、ランプ２１ｂと右
サイドランプユニット２２Ｒとの間に配置されている。この仕切り部材２３は、リング状
に形成された仕切り片２３ａを有している。この仕切り片２３ａの開口は、遊技者側から
見てフロントパネル１０の右端部と液晶表示装置１１の表示部１１ａにおける所定領域と
に対向している。
【００３９】
　また、仕切り片２３ａの開口には、凸レンズ２３ｂが配置されており、仕切り部によっ
て仕切られた表示部１１ａの所定領域は、表示部１１ａのその他の領域とは、見え方が異
なる。なお、仕切り片２３ａの開口に配置する部材としては、凸レンズに限定されるもの
ではなく、例えば、広角レンズや凹レンズなどのその他のレンズを適用してもよく、また
、反射防止シートや偏光フィルムなどの光学部材であってもよい。
【００４０】
　さらに、フロントパネル１０には、中央可動ユニット１０５と、左可動ユニット１０６
と、右可動ユニット１０７（図２及び図３では不図示）とが取り付けられる。これら中央
可動ユニット１０５、左可動ユニット１０６、及び、右可動ユニット１０７については、
後で図１０～図２４を用いて説明する。
【００４１】
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　図２に示すように、腰部パネル１２は、ドア本体９の中央部に設けられており、腰部パ
ネル１２の上方には、台座部１３が形成される。台座部１３には、遊技者の操作対象とな
る各種装置（メダル投入口１４、ＭＡＸベットボタン１５Ａ、１ＢＥＴボタン１５Ｂ、ス
タートレバー１６、３つのストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ、精算ボタン１８等）
が設けられる。
【００４２】
　メダル投入口１４は、遊技者によって外部からパチスロ１に投下されるメダルを受け入
れるために設けられる。メダル投入口１４から受け入れられたメダルは、予め設定された
所定枚数（例えば３枚）を上限として１回の遊技に使用され、所定枚数を超えたメダルの
枚数分は、パチスロ１の内部に預けることができる（いわゆるクレジット機能）。
【００４３】
　ＭＡＸベットボタン１５Ａ及び１ＢＥＴボタン１５Ｂは、パチスロ１の内部に預けられ
ているメダルから１回の遊技に使用する枚数を決定するために設けられる。また、精算ボ
タン１８は、パチスロ１の内部に預けられているメダルを外部に引き出す（排出する）た
めに設けられる。
【００４４】
　スタートレバー１６は、全てのリール（３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ）の回転を開始するために設
けられる。ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒは、それぞれ、左リール３Ｌ、中リー
ル３Ｃ、右リール３Ｒに対応づけて設けられ、各ストップボタンは対応するリールの回転
を停止するために設けられる。以下、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒを、それぞ
れ左ストップボタン１７Ｌ、中ストップボタン１７Ｃ、右ストップボタン１７Ｒという。
【００４５】
　また、図２には示さないが、台座部１３には、７セグメントＬＥＤ（Light Emitting D
iode）からなる７セグ表示器６（図５参照）が設けられる。この７セグ表示器６は、特典
として遊技者に対して払い出すメダルの枚数（以下、払出枚数という）、パチスロ１の内
部に預けられているメダルの枚数（以下、クレジット枚数という）等の情報をデジタル表
示する。
【００４６】
　ドア本体９の下部には、メダル払出口２４、メダル受皿２５、２つのスピーカ２０Ｌ，
２０Ｒ等が設けられる。メダル払出口２４は、後述のメダル払出装置３３の駆動により排
出されるメダルを外部に導く。メダル受皿２５は、メダル払出口２４から排出されたメダ
ルを貯める。また、２つのスピーカ２０Ｌ，２０Ｒは、演出内容に対応する効果音や楽曲
等の音声を出力する。
【００４７】
［内部構造］
　次に、パチスロ１の内部構造を、図４を参照しながら説明する。図４は、パチスロ１の
内部構造を説明するための図であり、フロントドア２ｂをキャビネット２ａに対して開放
した際の様子を示す図である。
【００４８】
　キャビネット２ａは、正面側（フロントドア２ｂ側）の一面が開口された略直方体状の
箱状部材で構成される。
【００４９】
　キャビネット２ａ内の上端部付近には、後述の主制御回路４１（図５参照）が実装され
た主基板３１が設けられる。主制御回路４１は、内部当籤役の決定、各リールの回転及び
停止、入賞の有無の判定等の、パチスロ１における遊技の主な動作及び該動作間の流れを
制御する回路である。なお、主制御回路４１の具体的な構成は後で詳述する。
【００５０】
　キャビネット２ａ内の中央部付近には、左リール３Ｌ、中リール３Ｃ及び右リール３Ｒ
を含むリールユニットが設けられる。なお、図４には示さないが、各リールは、所定の減
速比を有する歯車を介して対応する後述のステッピングモータ（図５中のステッピングモ
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ータ６１Ｌ，６１Ｃ，６１Ｒのいずれか）に接続される。
【００５１】
　キャビネット２ａ内の下端部付近には、多量のメダルが収容可能であり、かつ、それら
を１枚ずつ排出可能な構造を有するメダル払出装置３３（以下、ホッパー３３という）が
設けられる。また、キャビネット２ａ内の下端部付近において、ホッパー３３の一方の側
部（図４に示す例では左側）には、パチスロ１が有する各装置に対して必要な電力を供給
する電源装置３４が設けられる。
【００５２】
　フロントドア２ｂの裏面側（表示画面側とは反対側）の上端部付近には、後述の副制御
回路４２（図５及び図６参照）が実装された副基板３２が設けられる。副制御回路４２は
、映像の表示等による演出の実行を制御する回路である。なお、副制御回路４２の具体的
な構成は後で詳述する。
【００５３】
　さらに、フロントドア２ｂの裏面側の略中央部付近には、セレクタ３５が設けられる。
セレクタ３５は、メダル投入口１４（図２参照）を介して外部から投入されたメダルの材
質や形状等が適正である否かを選別する装置であり、適正であると判定したメダルをホッ
パー３３に案内する。また、図４には示さないが、セレクタ３５内においてメダルが通過
する経路上には、適正なメダルが通過したことを検出するメダルセンサ３５Ｓ（図５参照
）が設けられる。
【００５４】
＜パチスロが備える回路の構成＞
　次に、パチスロ１が備える回路の構成について、図５及び図６を参照して説明する。な
お、図５は、パチスロ１が備える回路全体のブロック構成図である。また、図６は、副制
御回路の内部構成を示すブロック構成図である。
【００５５】
　パチスロ１は、図５に示すように、主制御回路４１、副制御回路４２、及び、これらの
回路と電気的に接続される周辺装置（アクチュエータ）を備える。
【００５６】
［主制御回路］
　主制御回路４１は、主に、回路基板（主基板３１）上に実装されたマイクロコンピュー
タ５０により構成される。それ以外の構成要素として、主制御回路４１は、クロックパル
ス発生回路５４、分周器５５、乱数発生器５６、サンプリング回路５７、表示部駆動回路
６４、ホッパー駆動回路６５、及び、払出完了信号回路６６を含む。
【００５７】
　マイクロコンピュータ５０は、メインＣＰＵ（Central Processing Unit）５１、メイ
ンＲＯＭ（Read Only Memory）５２及びメインＲＡＭ（Random Access Memory）５３を備
える。
【００５８】
　メインＲＯＭ５２には、メインＣＰＵ５１により実行される各種処理の制御プログラム
、内部抽籤テーブル等のデータテーブル、副制御回路４２に対して各種制御指令（コマン
ド）を送信するためのデータ等が記憶される。また、メインＲＡＭ５３には、制御プログ
ラムの実行により決定された内部当籤役等の各種データを一時的に格納する格納領域が設
けられる。
【００５９】
　メインＣＰＵ５１には、クロックパルス発生回路５４、分周器５５、乱数発生器５６及
びサンプリング回路５７が接続される。クロックパルス発生回路５４及び分周器５５は、
クロックパルスを発生（生成）する。そして、メインＣＰＵ５１は、生成されたクロック
パルスに基づいて、各種制御プログラムを実行する。また、乱数発生器５６は、予め定め
られた範囲の乱数（例えば、０～６５５３５）を発生する。そして、サンプリング回路５
７は、発生された乱数の中から１つの値を抽出する。
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【００６０】
　マイクロコンピュータ５０の入力ポートには、各種スイッチ及び各種センサ等が接続さ
れる。メインＣＰＵ５１は、各種スイッチ等からの入力信号を受けて、ステッピングモー
タ６１Ｌ，６１Ｃ，６１Ｒ等の周辺装置の動作を制御する。
【００６１】
　ストップスイッチ１７Ｓ（停止操作検出手段）は、左ストップボタン１７Ｌ、中ストッ
プボタン１７Ｃ及び右ストップボタン１７Ｒのそれぞれが遊技者により押されたこと（停
止操作）を検出する。スタートスイッチ１６Ｓ（開始操作検出手段）は、スタートレバー
１６が遊技者により操作されたこと（開始操作）を検出する。精算スイッチ１８Ｓは、精
算ボタンが遊技者により押されたことを検出する。また、ベットスイッチ１５Ｓは、ベッ
トボタン（ＭＡＸベットボタン１５Ａ又は１ＢＥＴボタン１５Ｂ）が遊技者により押され
たことを検出する。
【００６２】
　メダルセンサ３５Ｓ（投入操作検出手段）は、メダル投入口１４に投入されたメダルが
セレクタ３５内を通過したことを検出する。
【００６３】
　また、マイクロコンピュータ５０により動作が制御される周辺装置としては、３つのス
テッピングモータ６１Ｌ，６１Ｃ，６１Ｒ（変動表示手段）、７セグ表示器６及びホッパ
ー３３がある。また、マイクロコンピュータ５０の出力ポートには、各周辺装置の動作を
制御するための駆動回路が接続される。具体的には、モータ駆動回路６２、表示部駆動回
路６４及びホッパー駆動回路６５がマイクロコンピュータ５０の出力ポートに接続される
。
【００６４】
　モータ駆動回路６２は、左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、右リール３Ｒに対応してそれぞ
れ設けられた３つのステッピングモータ６１Ｌ，６１Ｃ，６１Ｒの駆動を制御する。リー
ル位置検出回路６３は、発光部と受光部とを有する光センサにより、リールが一回転した
ことを示すリールインデックスをリール毎に検出する。なお、リール位置検出回路６３は
、マイクロコンピュータ５０の入力ポートに接続され、検出結果をマイクロコンピュータ
５０に出力する。
【００６５】
　３つのステッピングモータ６１Ｌ，６１Ｃ，６１Ｒのそれぞれは、その運動量がパルス
の出力数に比例し、回転軸を指定された角度で停止させることが可能な構成を有する。ま
た、各ステッピングモータの駆動力は、所定の減速比を有する歯車を介して、対応するリ
ールに伝達される。そして、各ステッピングモータに対して１回のパルスが出力されるご
とに、対応するリールは一定の角度で回転する。
【００６６】
　メインＣＰＵ５１は、各リールのリールインデックスを検出してから対応するステッピ
ングモータに対してパルスが出力された回数をカウントすることによって、各リールの回
転角度（具体的には、リールが図柄何個分だけ回転したか）を管理する。
【００６７】
　ここで、各リールの回転角度の管理手法を具体的に説明する。各ステッピングモータに
対して出力されたパルスの数は、メインＲＡＭ５３に設けられたパルスカウンタ（不図示
）によって計数される。そして、図柄１個分の回転に必要な所定回数（例えば１６回）の
パルスの出力がパルスカウンタで計数されるごとに、メインＲＡＭ５３に設けられた図柄
カウンタ（不図示）の値に、「１」が加算される。なお、図柄カウンタは、リール毎に設
けられる。そして、図柄カウンタの値は、リール位置検出回路６３によってリールインデ
ックスが検出されるとクリアされる。
【００６８】
　すなわち、本実施形態では、図柄カウンタの値を管理することにより、リールインデッ
クスが検出されてから図柄何個分の回転動作が行われたのかを管理する。それゆえ、各リ
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ールの各図柄の位置は、リールインデックスが検出される位置を基準として検出される。
【００６９】
　表示部駆動回路６４は、７セグ表示器６の動作を制御する。ホッパー駆動回路６５は、
ホッパー３３の動作を制御する。また、払出完了信号回路６６は、ホッパー３３に設けら
れたメダル検出部３３Ｓが行うメダルの検出を管理し、ホッパー３３から外部に排出され
たメダルが所定の払出枚数に達したか否かをチェックする。なお、払出完了信号回路６６
は、マイクロコンピュータ５０の入力ポートに接続され、チェック結果をマイクロコンピ
ュータ５０に出力する。
【００７０】
［副制御回路］
　図５及び図６に示すように、副制御回路４２は、主制御回路４１と電気的に接続され、
主制御回路４１から送信されるコマンドに基づいて演出内容の決定や実行等の処理を行う
。副制御回路４２は、基本的には、図６に示すように、サブＣＰＵ８１、サブＲＯＭ８２
、サブＲＡＭ８３、レンダリングプロセッサ８４、描画用ＲＡＭ８５、及び、ドライバ８
６を含む。さらに、副制御回路４２は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）９０、オー
ディオＲＡＭ９１、Ａ／Ｄ（Analog to Digital）変換器９２、アンプ９３、中央可動ユ
ニット駆動回路９６、左可動ユニット駆動回路９７、及び、右可動ユニット駆動回路９８
を含む。
【００７１】
　サブＣＰＵ８１は、主制御回路４１から送信されたコマンドに基づいて、サブＲＯＭ８
２に記憶されている制御プログラムに従い、映像、音、光の出力制御を行う。なお、サブ
ＲＯＭ８２は、基本的には、プログラム記憶領域及びデータ記憶領域を有する。
【００７２】
　プログラム記憶領域には、サブＣＰＵ８１が実行する各種制御プログラムが記憶される
。なお、プログラム記憶領域に格納される制御プログラムには、例えば、主制御回路４１
との通信を制御するための主基板通信タスク、演出用乱数値を抽出して演出内容（演出デ
ータ）の決定及び登録を行うための演出登録タスク、決定した演出内容に基づいて液晶表
示装置１１による映像の表示を制御するための描画制御タスク、ランプ群２１による光の
出力を制御するためのランプ制御タスク、スピーカ２０Ｌ，２０Ｒによる音の出力を制御
するための音声制御タスク等のプログラムが含まれる。
【００７３】
　データ記憶領域には、例えば、各種データテーブルを記憶する記憶領域、各種演出内容
を構成する演出データを記憶する記憶領域、映像の作成に関するアニメーションデータを
記憶する記憶領域、ＢＧＭ（Back-Ground Music）や効果音に関するサウンドデータを記
憶する記憶領域、光の点消灯のパターンに関するランプデータを記憶する記憶領域等の各
種記憶領域が含まれる。
【００７４】
　サブＲＡＭ８３は、決定された演出内容、演出データ等を登録する格納領域や、主制御
回路４１から送信される内部当籤役等の各種データ等を格納する格納領域などを有する。
【００７５】
　また、副制御回路４２には、図６に示すように、液晶表示装置１１、スピーカ２０Ｌ，
２０Ｒ、ランプ群２１、左サイドランプユニット２２Ｌ、右サイドランプユニット２２Ｒ
、中央可動ユニット１０５、左可動ユニット１０６、及び、右可動ユニット１０７等の周
辺装置が接続される。すなわち、これらの周辺装置の動作は、副制御回路４２により制御
される。
【００７６】
　本実施形態では、サブＣＰＵ８１、レンダリングプロセッサ８４、描画用ＲＡＭ８５（
フレームバッファを含む）及びドライバ８６は、演出内容により指定されたアニメーショ
ンデータに従って映像を作成し、該作成した映像は液晶表示装置１１により表示される。
【００７７】



(12) JP 2016-190035 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

　サブＣＰＵ８１、ＤＳＰ９０、オーディオＲＡＭ９１、Ａ／Ｄ変換器９２及びアンプ９
３は、演出内容により指定されたサウンドデータに従ってＢＧＭ等の音をスピーカ２０Ｌ
，２０Ｒにより出力する。また、サブＣＰＵ８１は、演出内容により指定されたランプデ
ータに従ってランプ群２１、左サイドランプユニット２２Ｌ、及び、右サイドランプユニ
ット２２Ｒの点灯及び消灯を行う。
【００７８】
　サブＣＰＵ８１及び中央可動ユニット駆動回路９６は、演出内容により指定された中央
可動ユニット駆動データに従って中央可動ユニット１０５の駆動を行う。すなわち、中央
可動ユニット１０５は、特別の演出が行われる場合に駆動され、後述の中央可動部材２２
１を液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる位置まで移動させる。
【００７９】
　また、サブＣＰＵ８１及び左可動ユニット駆動回路９７は、演出内容により指定された
左可動ユニット駆動データに従って左可動ユニット１０６の駆動を行う。すなわち、左可
動ユニット１０６は、特定の演出又は所定の演出が行われる場合に駆動され、後述の左可
動部材１５１を液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる位置まで移動させる。
【００８０】
　サブＣＰＵ８１及び右可動ユニット駆動回路９８は、演出内容により指定された右可動
ユニット駆動データに従って右可動ユニット１０７の駆動を行う。すなわち、右可動ユニ
ット１０７は、特定の演出又は所定の演出が行われる場合に駆動され、後述の右可動部材
１５６を液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる位置まで移動させる。
【００８１】
＜フロントパネルの構成＞
　次に、フロントパネルの構成について、図７及び図８を参照して説明する。
　図７は、フロントパネルの分解斜視図である。図８は、パネル枠の正面図である。
【００８２】
　図７に示すように、フロントパネル１０は、パネル枠１０１と、パネル枠１０１の前面
を覆う装飾カバー１０２とを備えている。
【００８３】
［パネル枠］
　図７及び図８に示すように、パネル枠１０１は、開口１０１ａを有する矩形の枠状に形
成されている。このパネル枠１０１は、上枠部１１１、下枠部１１２、左枠部１１３、及
び、右枠部１１４を有している。上枠部１１１には、中央可動ユニット１０５、左可動ユ
ニット１０６、及び、右可動ユニット１０７が設けられている。
【００８４】
　下枠部１１２の両端部には、スピーカ装置１１６が取り付けられている。スピーカ装置
１１６は、下枠部１１２の後面に配置されており、下枠部１１２の両端部には、スピーカ
装置１１６を前方へ露出させる貫通孔１１７が形成されている。また、右枠部１１４には
、前述した仕切り部材２３が設けられている。
【００８５】
［装飾カバー］
　図７に示すように、装飾カバー１０２は、開口１１８ａを有する略矩形の枠状に形成さ
れた枠体１１８と、枠体１１８の開口１１８ａを塞ぐ前面板１１９とを備えている。この
装飾カバー１０２は、パネル枠１０１の前面と、中央可動ユニット１０５と、左可動ユニ
ット１０６と、右可動ユニット１０７と、パネル枠１０１の開口１０１ａとを覆う。
【００８６】
　枠体１１８は、上辺部１２１、下辺部１２２、左辺部１２３、及び、右辺部１２４を有
している。上辺部１２１は、パネル枠１０１の上枠部１１１、及び、上枠部１１１に設け
られた中央可動ユニット１０５、左可動ユニット１０６、右可動ユニット１０７を覆う。
この上辺部１２１の上面１２１ａは、銀色の樹脂により形成されており、ヘアライン加工
を施すことにより高級感を出している。
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【００８７】
　上辺部１２１の中央可動ユニット１０５、左可動ユニット１０６、右可動ユニット１０
７に対向する部分は、半透明の部材から形成されている。これにより、遊技者は、装飾カ
バー１０２の上辺部１２１を介して、中央可動ユニット１０５、左可動ユニット１０６、
及び、右可動ユニット１０７を視認することが可能になっている。
【００８８】
　左辺部１２３には、前述したランプ２１ａが設けられており、右辺部１２４には、前述
したランプ２１ｂが設けられている。また、下辺部１２２と左辺部１２３から形成される
左下角部には、左サイドランプユニット２２Ｌが設けられており、下辺部１２２と右辺部
１２４から形成される右下角部には、右サイドランプユニット２２Ｒが設けられている。
【００８９】
　前面板１１９は、透明な合成樹脂により形成されている。これにより、遊技者は、前面
板１１９を介して、液晶表示装置１１の表示部１１ａ、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ、
及び、仕切り部材２３が視認可能である。
【００９０】
［サイドランプユニット］
　次に、サイドランプユニットの構成について、図９を参照して説明する。
　図９は、右サイドランプユニット２２Ｒの分解斜視図である。
【００９１】
　右サイドランプユニット２２Ｒと左サイドランプユニット２２Ｌは、同じ構成である。
そのため、ここでは、右サイドランプユニット２２Ｒの構成について説明し、左サイドラ
ンプユニット２２Ｌの構成については、説明を省略する。
【００９２】
　図９に示すように、右サイドランプユニット２２Ｒは、基板１３１と、導光部材１３２
と、装飾シート１３３と、透光部材１３４と、カバー体１３５と、外枠１３６とを備えて
いる。
【００９３】
　基板１３１は、右サイドランプユニット２２Ｒを構成する部材のなかで最も後方に配置
されている。この基板１３１は、縦長の略長方形に形成されており、導光部材１３２に対
向する前面１３１ａと、前面１３１ａと反対側の面である後面１３１ｂを有する。基板１
３１の前面１３１ａには、光源の一具体例を示す複数のＬＥＤ１４１が実装されている。
【００９４】
　基板１３１に実装された複数のＬＥＤ１４１のうち、中央よりも上側に配置されている
ＬＥＤ１４１ａは、上述のランプ２１ｂの光源である。また、基板１３１に実装された複
数のＬＥＤ１４１のうち、中央よりも下側に配置されているＬＥＤ１４１ｂは、右サイド
ランプユニット２２Ｒの光源である。すなわち、基板１３１は、右サイドランプユニット
２２Ｒを構成する部材とランプ２１ｂを構成する部材とを兼ねる。
　なお、右サイドランプユニット２２Ｒを構成する基板を、ランプ２１ｂを構成する基板
とは別に設けてもよい。
【００９５】
　導光部材１３２は、基板１３１の前方に配置されている。この導光部材１３２は、略三
角形の板状に形成されており、装飾シート１３３に対向する前面１３２ａと、基板１３１
の中央よりも下側に対向する後面１３２ｂとを有している。
【００９６】
　導光部材１３２は、基板１３１のＬＥＤ１４１ｂから出射された光を装飾シート１３３
へ導く。すなわち、導光部材１３２は、後面１３２ｂから入射した光を繰り返し全反射さ
せて前面１３２ａ側に導き、その前面１３２ａから前方へ（装飾シート１３３に向けて）
出射する。
【００９７】
　装飾シート１３３は、導光部材１３２の前方に配置されている。この装飾シート１３３
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は、透光性を有する合成樹脂によって略三角形のシート状に形成されており、透光部材１
３４に対向する前面１３３ａと、導光部材１３２に対向する後面１３３ｂとを有している
。
【００９８】
　装飾シート１３３の前面１３３ａには、光を遮断する複数の遮光部１４３が設けられて
いる。これにより、装飾シート１３３の前面１３３ａには、網状の透光部１４４が形成さ
れている。すなわち、透光部１４４によって網状の装飾が形成されている。なお、遮光部
１４３は、装飾シート１３３の後面１３３ｂに設けてもよい。
【００９９】
　導光部材１３２から出射された光のうち装飾シート１３３の透光部１４４に入射した光
は、装飾シート１３３を通過して透光部材１３４に向かう。一方、導光部材１３２から出
射された光のうち装飾シート１３３の遮光部１４３に入射した光は、装飾シート１３３を
通過しない。
【０１００】
　透光部材１３４は、装飾シート１３３の前方に配置されている。この透光部材１３４は
、透光性を有する合成樹脂によって立体的に湾曲した形状に形成されている。すなわち、
透光部材１３４は、略長方形の板体を前方に凸となるように湾曲させた形状に形成されて
いる。また、透光部材１３４は、カバー体１３５に対向する前面１３４ａと、装飾シート
１３３に対向する後面１３４ｂとを有している。
【０１０１】
　透光部材１３４の前面１３４ａには、凹部１４６が形成されている。この凹部１４６は
、装飾シート１３３の網状の装飾に応じた網状に形成されている。すなわち、凹部１４６
は、装飾シート１３３の透光部１４４に応じた網状に形成されている。したがって、装飾
シート１３３を通過した光は、透光部材１３４の凹部１４６が設けられた部分に後面１３
４ｂ側から入射する。
【０１０２】
　透光部材１３４の下部は、基板１３１、導光部材１３２、及び、装飾シート１３３と対
向せず、パネル枠１０１（図７参照）に対向する。したがって、透光部材１３４の下部に
は、凹部１４６が形成されていない。そして、透光部材１３４の下部には、貫通孔１４７
が形成されている。この貫通孔１４７は、パネル枠１０１の貫通孔１１７及びスピーカ装
置１１６（図７参照）と対向する。
【０１０３】
　パネル枠１０１は、基板１３１の後方に配置されている（図７参照）。つまり、パネル
枠１０１は、基板１３１の導光部材１３２（装飾シート１３３）に対向する面と反対側の
面に対向している。そして、パネル枠１０１の貫通孔１１７及びスピーカ装置１１６は、
前後方向（基板１３１と導光部材１３２が対向する方向）において基板１３１と重ならな
い位置に配置されている。
【０１０４】
　カバー体１３５は、透光部材１３４の前方に配置されている。このカバー体１３５は、
透光部材１３４の前面１３４ａに沿うように湾曲した形状に形成されている。また、カバ
ー体１３５には、パンチング加工を施すことにより無数の小さな貫通孔が形成されている
。
【０１０５】
　カバー体１３５の下部は、透光部材１３４の下部に対向しており、透光部材１３４の貫
通孔１４７及びパネル枠１０１の貫通孔１１７を介してスピーカ装置１１６と対向してい
る。これにより、スピーカ装置１１６から出力された音がカバー体１３５を通ってパチス
ロ１の外側に放出される。また、透光部材１３４の凹部１４６を通過した光は、カバー体
１３５の無数の小さな貫通孔を介して視認可能であり、遊技者には、網状の装飾が発光し
たように見える。また、スピーカ装置１１６は、透光部材１３４の貫通孔１４７及びカバ
ー体１３５の無数の小さな貫通孔を介してパチスロ１の外部と連通している。これにより
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、スピーカ装置１１６から出力された音が遮音されずにパチスロ１の外部へ伝わる。
【０１０６】
　外枠１３６は、透光部材１３４の前方に配置されている。この外枠１３６は、カバー体
１３５の周縁部を覆う枠状に形成されており、カバー体１３５により塞がれる開口１４９
を有する。そして、外枠１３６は、カバー体１３５（透光部材１３４）の形状に応じて立
体的に湾曲している。
【０１０７】
　外枠１３６の開口１４９から露出するカバー体１３５には、透光部材１３４の凹部１４
６及び貫通孔１４７が対向している。したがって、遊技者は、外枠１３６の開口１４９か
ら露出するカバー体１３５を介して、透光部材１３４の凹部１４６を通過した光を視認可
能である。また、外枠１３６の開口１４９から露出するカバー体１３５を介して、スピー
カ装置１１６から出力された音を聞くことができる。
【０１０８】
　本実施形態では、透光部材１３４を立体的に湾曲する形状にした。これにより、透光部
材１３４を通過する光によって形成される発光部のデザイン性を向上させることができる
。
【０１０９】
　また、本実施形態では、平板状の装飾シート１３３が遮光部１４３及び透光部１４４を
有し、立体的に湾曲する透光部材１３４には、遮光部１４３及び透光部１４４に応じた凹
凸が形成されている。これにより、遊技者の見る角度によって発光部の見え方が変わり、
発光部を用いた演出の興趣をより向上させることができる。
【０１１０】
［左可動ユニット］
　次に、左可動ユニットの構成について、図１０を参照して説明する。
　図１０は、左可動ユニットの分解斜視図である。
【０１１１】
　左可動ユニット１０６と右可動ユニット１０７は、同じ構成である。そのため、ここで
は、左可動ユニット１０６の構成について説明し、右可動ユニット１０７の構成について
は、説明を省略する。
　図１０に示すように、左可動ユニット１０６は、左可動部材１５１と、スライドベース
１５２と、左移動機構１５３とを備えている。
【０１１２】
［左可動部材］
　次に、左可動部材１５１の構成について、図１０及び図１１を参照して説明する。
　図１１は、左可動部材１５１の分解斜視図である。
【０１１３】
　図１１に示すように、左可動部材１５１は、適当な厚みを有する略円板状に形成されて
おり、可動部材本体１６１と、裏蓋１６２とを有している。可動部材本体１６１は、有底
の円筒状に形成されており、前方（遊技者側）を向く円形の天板１６１ａと、左可動部材
１５１の側周面を形成する側壁１６１ｂとを有している。この可動部材本体１６１の開口
は、裏蓋１６２によって塞がれる。
【０１１４】
　図１０に示すように、天板１６１ａには、透光部１６３と、略円柱状の突出部１６４が
設けられている。透光部１６３は、天板１６１ａの中央部に配置されており、円形に形成
されている（図１０参照）。突出部１６４は、本発明に係る指示部の一具体例を示すもの
である。この突出部１６４は、天板１６１ａの径方向に延びており、天板１６１ａよりも
外側に突出している。
【０１１５】
　また、側壁１６１ｂには、複数の切欠き１６５が設けられている。複数の切欠き１６５
は、側壁１６１ｂの開口側の端面を天板１６１ａ側に切り欠くことにより形成されており
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、側壁１６１ｂの周方向に所定の間隔をあけて並んでいる。
【０１１６】
　図１１に示すように、可動部材本体１６１の内部には、基板１６７が取り付けられてい
る。この基板１６７は、天板１６１ａと略同じ径の円形に形成されており、一方の面が天
板１６１ａに対向し、他方の面が裏蓋１６２に対向している。また、基板１６７の中央部
には、裏蓋１６２の後述する接続部１６９との干渉を避ける貫通孔１６７ａが形成されて
いる。
【０１１７】
　基板１６７の一方の面には、ＬＥＤ（不図示）が実装されており、このＬＥＤから出射
された光は、天板１６１ａの透光部１６３を通過する。これにより、遊技者は、円形の透
光部１６３が発光したように見える。基板１６７の他方の面には、複数のＬＥＤ１６８が
実装されている。複数のＬＥＤ１６８は、側壁１６１ｂの複数の切欠き１６４に対向して
いる。したがって、複数のＬＥＤ１６８は、左可動部材１５１の側方から露出される。
【０１１８】
　裏蓋１６２は、円形の板状に形成されており、可動部材本体１６１の開口を塞ぐ。この
裏蓋１６２には、複数の切欠き１６２ａが設けられている。複数の切欠き１６２ａは、裏
蓋１６２の周縁部を中心部に向かって切り欠くことにより形成されており、裏蓋１６２の
周方向に所定の間隔をあけて並んでいる。複数の切欠き１６２ａは、基板１６７に実装さ
れた複数のＬＥＤ１６８に対向する。したがって、複数のＬＥＤ１６８は、左可動部材１
５１の裏面から露出される。
【０１１９】
　また、裏蓋１６２の中央部には、接続部１６９が設けられている。接続部１６９は、裏
蓋１６２の平面に直交する方向に延びる筒状に形成されており、裏蓋１６２の両平面から
突出している。裏蓋１６２の基板１６７に対向する面から突出する接続部１６９は、基板
１６７の貫通孔１６７ａを貫通する。この接続部１６９には、左移動機構１５３の後述す
る接続部材１８３の接続ピン２０１が圧入固定される。さらに、裏蓋１６２には、四角形
の貫通孔１７０が形成されている。この貫通孔１７０には、基板１６７に実装したＬＥＤ
１６８等に電力を供給するための配線が貫通する。
【０１２０】
［スライドベース］
　次に、スライドベース１５２の構成について、図１０を参照して説明する。
【０１２１】
　スライドベース１５２は、本発明に係る反射部材の一具体例を示すものである。図１０
に示すように、スライドベース１５２は、略四角形の板状に形成されたベース部１７１と
、ベース部１７１に連続する上片部１７２、下片部１７３、左側片部１７４、及び、右側
片部１７５とを有する。
【０１２２】
　ベース部１７１の一方の平面は、左可動部材１５１の裏蓋１６２に対向し、他方の平面
は、左移動機構１５３に対向する。そして、ベース部１７１は、上辺、下辺、左辺、及び
右辺を有している。このベース部１７１には、左可動部材１５１の接続部１６９及び左移
動機構１５３の後述する接続ピン２０１が移動可能に貫通する貫通孔１７１ａが形成され
ている。
【０１２３】
　また、ベース部１７１の一方の平面には、光を拡散反射（乱反射）させる加工が施され
ている。したがって、ベース部１７１の一方の平面は、左可動部材１５１のＬＥＤ１６８
（図１１参照）から出射された光を拡散反射する反射面になっている。なお、ベース部１
７１の反射面は、少なくとも左可動部材１５１に向けて反射するようになっていれば、光
を拡散反射することに限定されず、例えば、光を鏡面反射するものでもよい。
【０１２４】
　上片部１７２は、ベース部１７１の上辺に連続しており、左移動機構１５３側に突出す
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る板状に形成されている。この上片部１７２は、左移動機構１５３の上部に対向する。下
片部１７３は、ベース部１７１の下辺に連続しており、左移動機構１５３側に突出する板
状に形成されている。この下片部１７３は、左移動機構１５３の下部に対向する。
【０１２５】
　左側片部１７４は、ベース部１７１の左辺に連続しており、左可動部材１５１側に突出
する板状に形成されている。この左側片部１７４は、左可動部材１５１の側壁１６１ｂに
対向する。左側片部１７４の左可動部材１５１に対向する面には、光を所定の方向（例え
ば、ベース部１７１に向かう方向）へ反射させる加工が施されている。
【０１２６】
　右側片部１７５は、ベース部１７１の右辺に連続しており、左可動部材１５１側に突出
する板状に形成されている。この右側片部１７５は、左可動部材１５１の側壁１６１ｂに
対向する。右側片部１７５の左可動部材１５１に対向する面には、光を所定の方向（例え
ば、ベース部１７１に向かう方向）へ反射させる加工が施されている。
【０１２７】
　なお、本発明に係るスライドベース１５２の左側片部及び右側片部としては、互いに対
向する面に、光を拡散反射させる加工を施してもよい。
【０１２８】
［左移動機構］
　次に、左移動機構１５３の構成について、図１２及び図１３を参照して説明する。
　図１２は、左移動機構１５３の分解斜視図（その１）である。図１３は、左移動機構１
５３の分解斜視図（その２）である。
【０１２９】
　図１２及び図１３に示すように、左移動機構１５３は、ガイド部材１８１と、スライダ
１８２と、接続部材１８３と、係合部材１８４と、モータ１８５とを有する。
【０１３０】
　ガイド部材１８１は、ガイドベース１９１を有している。ガイドベース１９１は、係合
部材１８４に対向する面が開口された筐体状に形成されており、略四角形のベース板１９
１ａと、ベース板１９１ａの縁部に連続する側板１９１ｂとを有している。
【０１３１】
　ベース板１９１ａの一方の面は、スライドベース１５２（図１０参照）に対向し、他方
の面は、係合部材１８４に対向する。ベース板１９１ａには、スライダ１８２の後述する
係合筒部１９６が摺動可能に係合するガイド溝１９３が設けられている。
【０１３２】
　側板１９１ｂには、２つのガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂを固定する軸固定部１９４Ａ，
１９４Ｂが設けられている（図１３参照）。２つのガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂは、スラ
イダ１８２の軸貫通孔を貫通している。これにより、スライダ１８２は、２つのガイド軸
１９２Ａ，１９２Ｂに案内されて、ガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂの軸方向に沿って移動す
る。
【０１３３】
　ガイド溝１９３が延びる方向は、ガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂの軸方向と平行であり、
左可動部材１５１（図１０参照）の移動方向である。そして、左移動機構１５３をパネル
枠１０１に取り付けた状態において、左可動部材１５１の移動方向は、パネル枠１０１の
左上の角部と右下の角部とを結ぶ方向と略平行になる。
【０１３４】
　スライダ１８２は、略直方体状に形成されており、ガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂが貫通
する軸貫通孔を有している。また、スライダ１８２の下部には、係合筒部１９６が設けら
れている。この係合筒部１９６の外周面は、ガイドベース１９１のガイド溝１９３に摺動
可能に接触する。そして、係合筒部１９６の筒孔には、接続部材１８３の後述する接続ピ
ン２０１が貫通する。
【０１３５】
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　スライダ１８２の上部には、係合凹部１９７が設けられている。図１３に示すように、
係合凹部１９７は、ガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂの軸方向に直交する方向であって、ガイ
ド部材１８１と係合部材が対向する方向に直交する方向に延びる略長方形に形成さている
。係合凹部１９７には、モータ１８５の回転軸と共に回転する後述のクランク２０６のク
ランク係合突起２０７ａ（図１２参照）が摺動可能に係合する。
【０１３６】
　接続部材１８３は、接続ピン２０１と、接続ピン２０１の一端に接続されたアーム部２
０２と、アーム部２０２に設けられた係合突部２０３とを有する。接続ピン２０１は、円
柱状に形成されており、左可動部材１５１の接続部１６９（図１１参照）に圧入固定され
る。アーム部２０２は、接続ピン２０１の軸方向に直交する方向に延びる略直方体に形成
されており、長手方向の一端部が接続ピン２０１に接続されている。
【０１３７】
　係合突部２０３は、アーム部２０２の他端部であって、アーム部２０２の接続ピン２０
１が接続される面と反対側の面に設けられている。この係合突部２０３は、円柱状に形成
されており、係合突部２０３の軸方向は、接続ピン２０１の軸方向と平行である。係合突
部２０３は、係合部材１８４の後述する接続ピン回転用ガイド溝２０５に摺動可能に係合
する。
【０１３８】
　係合部材１８４は、略四角形の板状に形成されており、ガイド部材１８１の開口を閉じ
る。すなわち、ガイド部材１８１と係合部材１８４は、扁平な略四角形の筐体を形成する
。そして、ガイド部材１８１と係合部材１８４により形成された筐体の内部には、スライ
ダ１８２及び接続部材１８３が配置される。
【０１３９】
　係合部材１８４には、接続ピン回転用ガイド溝２０５が形成されている。接続ピン回転
用ガイド溝２０５は、ガイド部材１８１のガイド溝１９３と平行な方向に延びる直線部２
０５ａと、直線部２０５ａの下部に連続して正面（ガイド部材１８１側）から見て右側に
湾曲する湾曲部２０５ｂとを有している。
【０１４０】
　係合部材１８４のガイド部材１８１に対向する面には、クランク２０６が回転可能に支
持されている（図１２参照）。また、係合部材１８４のガイド部材１８１に対向する面と
反対側の面には、モータ（駆動源）１８５が固定されている。このモータ１８５の回転軸
は、係合部材１８４を貫通している。
【０１４１】
　クランク２０６は、クランク本体２０７と、クランク本体２０７に連続するセンサ検出
部２０８とを有する。クランク本体２０７は、係合部材１８４のガイド部材１８１に対向
する面に沿って延びる略直方体に形成されている。クランク２０６の長手方向の一端部に
は、クランク係合突起２０７ａが設けられており、長手方向の他端部には、モータ１８５
の回転軸が固定されている。クランク係合突起２０７ａは、上述のスライダ１８２に設け
た係合凹部１９７に摺動可能に係合される。
【０１４２】
　センサ検出部２０８は、クランク２０６の長手方向の他端部に連続しており、係合部材
１８４のガイド部材１８１に対向する面に沿って延びる板状に形成されている。本実施形
態では、不図示のセンサがセンサ検出部２０８を検出して、クランク２０６及びクランク
２０６が係合するスライダ１８２の位置情報、すなわち、左可動部材１５１の位置情報を
得る。
【０１４３】
［左可動ユニットの動作］
　次に、左可動ユニットの動作について、図１４及び図１５を参照して説明する。
　図１４は、左可動ユニットの動作説明図（その１）である。図１５は、左可動ユニット
の動作説明図（その２）である。
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【０１４４】
　左可動ユニット１０６の左可動部材１５１は、通常、待機位置に位置しており、所定の
演出を行う際に、図１４に示す演出位置に移動する。また、特定の演出を行う際は、図１
５に示すように、演出位置に移動した左可動部材１５１を回動させる。
【０１４５】
　左可動部材１５１が待機位置に配置された状態では、左移動機構１５３におけるクラン
ク２０６のクランク係合突起２０７ａ（図１２参照）は、クランク２０６の回転範囲にお
ける最上部に位置している。これにより、クランク係合突起２０７ａが係合するスライダ
１８２もガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂに沿う移動範囲における最上部に位置している。
【０１４６】
　したがって、スライダ１８２の係合筒部１９６を貫通する接続ピン２０１、及び、この
接続ピン２０１に接続された左可動部材１５１は、移動範囲における最上部に位置してい
る。すなわち、待機位置に配置された左可動部材１５１は、移動範囲における最上部に位
置している（図８参照）。
【０１４７】
　また、待機位置に配置された左可動部材１５１は、装飾カバー１０２の上辺部１２１に
覆われており（図３参照）、前後方向において、液晶表示装置１１の表示部１１ａに重な
らない（図８参照）。
【０１４８】
　左可動部材１５１を待機位置から演出位置に移動させるには、左移動機構１５３におけ
るモータ１８５（図１２参照）を駆動して、クランク２０６を前方から見て右回り（時計
回り）に回転させる。これにより、クランク２０６のクランク係合突起２０７ａが、クラ
ンク２０６の回転範囲における最上部から下方に変位しながら、スライダ１８２の係合凹
部１９７を摺動する。
【０１４９】
　その結果、クランク係合突起２０７ａがスライダ１８２を下方に押圧し、スライダ１８
２がガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂに沿って下降する。このとき、スライダ１８２の係合筒
部１９６を貫通する接続ピン２０１（接続部材１８３）が、スライダ１８２と一緒に下降
する。また、接続部材１８３の係合突部２０３は、接続ピン回転用ガイド溝２０５の直線
部２０５ａに案内されて下降する。
【０１５０】
　接続ピン２０１が、スライダ１８２と一緒に下降すると、接続ピン２０１に接続された
左可動部材１５１は、パネル枠１０１の左上の角部と右下の角部とを結ぶ方向へ下降して
、図１４に示す演出位置に移動する。そして、演出位置に移動した左可動部材１５１の一
部は、液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる。
【０１５１】
　スライダ１８２がガイド軸１９２Ａ，１９２Ｂに沿ってさらに下降すると、接続部材１
８３の係合突部２０３は、接続ピン回転用ガイド溝２０５の湾曲部２０５ｂに案内される
。これにより、係合突部２０３が前方から見て左方に変位し、接続部材１８３は、接続ピ
ン２０１を中心に、前方から見て左回り（反時計回り）に回転する。すなわち、接続ピン
２０１が左回りに回転する。
【０１５２】
　その結果、接続ピン２０１に接続された左可動部材１５１は、図１５に示すように、前
方から見て左回り（反時計回り）に回動する。すなわち、左可動部材１５１は、図１４に
示す演出位置から反時計回りに回動する。
【０１５３】
　本実施形態において、所定の演出を行う場合は、接続部材１８３の係合突部２０３が接
続ピン回転用ガイド溝２０５の湾曲部２０５ｂに案内される前に、モータ１８５の駆動を
停止して、スライダ１８２の移動を停止する。その結果、左可動部材１５１は、図１４に
示す演出位置で停止し、左可動部材１５１の突出部１６４は、表示部１１ａの所定領域で
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ある中央部を指し示す。
【０１５４】
　一方、特定の演出を行う場合は、接続部材１８３の係合突部２０３が接続ピン回転用ガ
イド溝２０５の湾曲部２０５ｂに案内させる。その結果、左可動部材１５１は、図１５に
示すように、演出位置において回動し、左可動部材１５１の突出部１６４は、表示部１１
ａの特定領域である仕切り部材２３により仕切られた領域（表示部１１ａにおける凸レン
ズ２３ｂに対向する領域）を指し示す。
【０１５５】
　本実施形態では、特定の演出又は所定の演出を行う場合に、左可動部材１５１の突出部
１６４が、液晶表示装置１１の表示部１１ａにおける特定領域又は所定領域を指し示す。
これにより、左可動部材１５１と液晶表示装置１１の映像との関連性を明瞭にすることが
できる。また、液晶表示装置１１の表示部１１ａにおける注目すべき領域に遊技者の視線
を向かわせることができ、液晶表示装置１１の映像による演出効果を高めることができる
。
【０１５６】
　また、本実施形態では、左可動部材１５１に実装したＬＥＤ１６８を裏面側に露出させ
た。これにより、ＬＥＤ１６８から出射された光がスライドベース１５２のベース部１７
１よって反射して、左可動部材１５１の裏面を照らす。その結果、遊技者には、発光した
左可動部材１５１が浮き上ったように見える。そして、浮き上ったように見える左可動部
材１５１が移動するため、左可動部材１５１を用いた演出の興趣をより向上させることが
できる。
【０１５７】
　なお、右可動ユニット１０７の動作は、左可動ユニット１０６の動作と同じである。た
だし、右可動ユニット１０７の右可動部材１５６（図８参照）は、パネル枠１０１の右上
の角部と左下の角部とを結ぶ方向へ下降して、演出位置（不図示）に配置される。また、
その演出位置において、前方から見て右回り（時計回り）に回動する。
【０１５８】
　本実施形態では、裏蓋１６２に複数の切欠き１６２ａを設けて、ＬＥＤ１６８を左可動
部材１５１の裏面側に露出させる構成にした。これにより、左可動部材１５１の裏面から
ＬＥＤ１６８が突出しないようにすることができ、ＬＥＤ１６８とスライドベース１５２
とが干渉し難い構造を簡単に実現することができる。しかし、本発明に係る可動部材とし
ては、裏面に光源（例えば、ＬＥＤ）を直接実装する構成にしてもよい。この場合は、光
源を裏面側に露出させるための切欠きを設ける必要が無い。
【０１５９】
［中央可動ユニット］
　次に、中央可動ユニットの構成について、図１６を参照して説明する。
　図１６は、中央可動ユニットの分解斜視図である。
【０１６０】
　図１６に示すように、中央可動ユニット１０５は、中央可動部材２２１と、導光部材２
２２と、カバー部材２２３と、中央移動機構２２４とを備えている。
【０１６１】
［中央可動部材］
　次に、中央可動部材２２１の構成について、図１６及び図１７を参照して説明する。
　図１７は、中央可動部材２２１の分解斜視図である。
【０１６２】
　図１７に示すように、中央可動部材２２１は、可動部材本体２３１と、駆動源２３２と
、一対の可動片２３３，２３４と、カバー体２３５とを備えている。可動部材本体２３１
は、ベース板２４１と、第１装飾部２４２と、第２装飾部２４３と、基板２４４とを有し
ている。
【０１６３】
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　ベース板２４１は、適当な厚みを有する略扇形の板状に形成されており、前方を向く前
面２４１ａと、導光部材２２２（図１６参照）に対向する後面２４１ｂとを有している。
ベース板２４１の後面２４１ｂには、駆動源２３２を取り付けるための複数の取付片２４
６が設けられている。
【０１６４】
　第１装飾部２４２は、ベース板２４１の前面２４１ａに固定されている。この第１装飾
部２４２は、透光性を有する合成樹脂によって形成されており、中央可動部材２２１に設
ける装飾の構成要素となる。
【０１６５】
　図１７に示すように、第１装飾部２４２の中央部には、ベース板２４１を貫通する２つ
の接続ボス２４７が設けられている。２つの接続ボス２４７には、中央可動部材２２１を
中央移動機構２２４の後述する接続部材３０１に固定するためのねじが螺合する。また、
第１装飾部２４２の下部には、固定片２４８が設けられている。そして、固定片２４８の
後面には、一対の軸受け孔２４８ａが形成されている。
【０１６６】
　第２装飾部２４３は、第１装飾部２４２における固定片２４８の表面に固定されている
。これにより、第２装飾部２４３は、第１装飾部２４２よりも前方に突出している。第２
装飾部２４３は、透光性を有する合成樹脂によって形成されており、中央可動部材２２１
に設ける装飾の構成要素となる。
【０１６７】
　基板２４４は、ベース板２４１の前面２４１ａに固定されている。この基板２４４は、
ベース板２４１に合わせた略扇形の板状に形成されており、ベース板２４１の複数の取付
片２４６及び第１装飾部２４２の２つの接続ボス２４７との干渉を避けるための切欠き２
４４ａを有している。
【０１６８】
　基板２４４の前方を向く面には、複数のＬＥＤ（不図示）が実装されている。複数のＬ
ＥＤは、ベース板２４１に設けられた貫通孔を介して第１装飾部２４２に対向している。
基板２４４に実装した複数のＬＥＤから出射された光は、第１装飾部２４２を通過する。
これにより、遊技者は、第１装飾部２４２が発光したように見える。
【０１６９】
　なお、第１装飾部２４２の固定片２４８と第２装飾部２４３との間には、複数のＬＥＤ
が実装された基板（不図示）が介在されている。この基板に実装した複数のＬＥＤから出
射された光は、第２装飾部２４３を通過する。これにより、遊技者は、第２装飾部２４３
が発光したように見える。
【０１７０】
　駆動源２３２は、ソレノイド２５１と、ソレノイド２５１を保持する保持枠２５２と、
係合部品２５３とを有している。ソレノイド２５１は、シャフト２５１ａが下方に向く姿
勢で保持枠２５２に保持されている。保持枠２５２は、可動部材本体２３１の複数の取付
片２４６に挟持される。
【０１７１】
　係合部品２５３は、シャフト２５１ａの先端部が接続されるシャフト接続部２５３ａと
、シャフト接続部２５３ａに設けられた係合ピン２５３ｂとを有している。シャフト接続
部２５３ａは、側面形状が略Ｌ字状の部材であり、シャフト２５１ａが着脱可能に接続さ
れている。係合ピン２５３ｂは、円柱状に形成されており、一対の可動片２３３が配置さ
れる後方に向かって突出している。
【０１７２】
　一対の可動片２３３，２３４は、前面が可動部材本体２３１の固定片２４８に対向する
。また、一対の可動片２３３，２３４は、互いの側面が対向している。
【０１７３】
　可動片２３３は、第３装飾部２６１と、第３装飾部２６１の後面に固定される基板２６
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２とを有している。第３装飾部２６１は、透光性を有する合成樹脂によって、横長の板状
に形成されており、中央可動部材２２１に設ける装飾の構成要素となる。
【０１７４】
　第３装飾部２６１の前面及び後面には、回動軸２６３が設けられている。第３装飾部２
６１の前面に設けた回動軸（不図示）は、可動部材本体２３１の軸受け孔２４８ａに回転
可能に嵌入される。一方、第３装飾部２６１の後面に設けた回動軸２６３は、カバー体２
３５の後述する軸受け２７１ｂに回転可能に嵌入される。
【０１７５】
　また、第３装飾部２６１の側面は、可動片２３３の側面を形成している。第３装飾部２
６１の可動片２３４に対向する側面には、ピン係合片２６４が設けられている。このピン
係合片２６４には、駆動源２３２の係合ピン２５３ｂが貫通する貫通孔（不図示）を有し
ている。
【０１７６】
　基板２６２は、第３装飾部２６１に見合った外形に形成されており、第３装飾部２６１
の回動軸２６３との干渉を避けるための切欠き２６２ａを有している。基板２６２の第３
装飾部２６１に対向する面には、複数のＬＥＤ（不図示）が実装されている。基板２６２
に実装した複数のＬＥＤから出射された光は、第３装飾部２６１を通過する。これにより
、遊技者は、第３装飾部２６１が発光したように見える。
【０１７７】
　可動片２３４は、可動片２３３と同じ構成を有している。すなわち、可動片２３４は、
第３装飾部２６６と、基板２６７とを有している。そして、第３装飾部２６６の前面及び
後面には、回動軸２６８が設けられており、第３装飾部２６６の可動片２３３に対向する
側面には、ピン係合片２６９が設けられている。また、基板２６７に実装した複数のＬＥ
Ｄ（不図示）から出射された光は、第３装飾部２６６を通過する。
【０１７８】
　カバー体２３５は、縦長の略長方形の板状に形成されたカバーベース２７１と、カバー
ベース２７１の長辺に沿って延びる突条部２７２，２７３とを有している。このカバー体
２３５は、可動部材本体２３１にねじ等の固定部材を用いて固定される。
【０１７９】
　カバーベース２７１には、２つのボス用貫通孔２７１ａと、一対の軸受け孔２７１ｂが
形成されている。２つのボス用貫通孔２７１ａは、可動部材本体２３１の２つの接続ボス
２４７に対向する。また、一対の軸受け孔２７１ｂには、一対の可動片２３３，２３４の
回動軸２６３，２６８が回転可能に嵌入される。
【０１８０】
　突条部２７２，２７３は、カバーベース２７１の前面から所定の距離だけ突出している
。カバー体２３５を可動部材本体２３１に固定すると、突条部２７２，２７３が可動部材
本体２３１の基板２４４に当接する。これにより、カバー体２３５のカバーベース２７１
と可動部材本体２３１の基板２４４との間に所定の距離の間隙が形成され、カバーベース
２７１と駆動源２３２との干渉が回避される。
【０１８１】
　駆動源２３２のソレノイド２５１がシャフト２５１ａを下方に移動させると、シャフト
２５１ａと一緒に係合部品２５３が下方に変位する。これにより、係合部品２５３の係合
ピン２５３ｂが、一対の可動片２３３，２３４のピン係合片２６４，２６９を下方に押圧
する。その結果、一対の可動片２３３，２３４は、回動軸２６３，２６８を中心に回動し
、ピン係合片２６４，２６９と反対側の側部が上方に変位する。
【０１８２】
　一方、駆動源２３２のソレノイド２５１がシャフト２５１ａを上方に移動させると、シ
ャフト２５１ａと一緒に係合部品２５３が上方に変位する。これにより、係合部品２５３
の係合ピン２５３ｂが、一対の可動片２３３，２３４のピン係合片２６４，２６９を上方
に引っ張る。その結果、一対の可動片２３３，２３４は、回動軸２６３，２６８を中心回



(23) JP 2016-190035 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

動し、ピン係合片２６４，２６９と反対側の側部が下方に変位する。
【０１８３】
［導光部材］
　次に、導光部材２２２の構成について、図１６を参照して説明する。
　図１６に示すように、導光部材２２２は、導光板２８１と、導光板２８１に取り付けら
れる装飾シート２８２とを有している。
【０１８４】
　導光板２８１は、横長の略長方形の板状に形成されており、中央可動部材２２１に対向
する前面２８１ａと、カバー部材２２３に対向する後面２８１ｂとを有している。この導
光板２８１には、中央移動機構２２４の後述する接続部材３０１との干渉を避けるための
切欠き２８１ｃが形成されている。導光板２８１は、後面２８１ｂに入射した光を前面２
８１ａに導いて、前面２８１ａから出射する。
【０１８５】
　装飾シート２８２は、導光板２８１の前面２８１ａに応じた大きさの長方形に形成され
ており、導光板２８１の切欠き２８１ｃと略同じ大きさの切欠き２８２ａを有している。
この装飾シート２８２には、パチスロ１に関連する絵柄や、ロゴタイプ(logotype)や、背
景などが描かれている。導光板２８１から出射された光が装飾シート２８２を通過するこ
とにより、絵柄や、ロゴタイプや、背景などが遊技者から視認可能になる。
【０１８６】
［カバー部材］
　次に、カバー部材２２３の構成について、図１６を参照して説明する。
　図１６に示すように、カバー部材２２３は、横長の略長方形の板状に形成された前面板
２９１と、前面板２９１の上辺に連続する上面板２９２と、前面板２９１の左辺に連続す
る左側面板２９３と、前面板２９１の右辺に連続する右側面板２９４を有する。
【０１８７】
　前面板２９１には、中央移動機構２２４の後述する接続部材３０１との干渉を避けるた
めの切欠き２９１ａが形成されている。また、前面板２９１には、中央移動機構２２４の
後述するモータ３４２との干渉を避けるための切欠き２９１ｂが形成されている。
【０１８８】
　また、前面板２９１の前面における切欠き２９１ａの両側には、基板２９６，２９７が
配置されている。基板２９７には、中央移動機構２２４の後述するモータ３４２との干渉
を避けるための切欠き２９７ａが形成されている。基板２９６，２９７には、導光板２８
１の後面２８１ｂに向けて光を出射する複数のＬＥＤ２９８が実装されている。
【０１８９】
［中央移動機構］
　次に、中央移動機構２２４の構成について、図１８～図２０を参照して説明する。
　図１８は、中央移動機構２２４の分解斜視図である。図１９は、中央移動機構２２４の
第１リンク部材の縦断面図である。図２０は、中央移動機構２２４の後面を示す斜視図で
ある。
【０１９０】
　図１８に示すように、中央移動機構２２４は、接続部材３０１と、第１リンク部材３０
２及び第２リンク部材３０３と、動力発生ブロック３０４とを有している。
【０１９１】
　接続部材３０１は、側面形状が略コ字状の部材であり、可動部材接続部３１１と、可動
部材接続部３１１に対向するリンク接続部３１２と、可動部材接続部３１１及びリンク接
続部３１２に連続する連続部３１３から構成されている。
【０１９２】
　可動部材接続部３１１は、縦長の略長方形の板状に形成されている。可動部材接続部３
１１の一方の平面は、中央可動部材２２１に対向し、他方の平面は、リンク接続部３１２
に対向している。可動部材接続部３１１には、２つの貫通孔３１１ａが設けられている。
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２つの貫通孔３１１ａには、接続部材３０１に中央可動部材２２１を固定するためのねじ
が貫通する。
【０１９３】
　リンク接続部３１２は、略四角形の板状に形成されている。リンク接続部３１２の一方
の平面は、可動部材接続部３１１に対向し、他方の平面は、第１リンク部材３０２及び第
２リンク部材３０３に対向している。リンク接続部３１２には、第１リンク部材３０２及
び第２リンク部材３０３の後述する第２アーム３２２，３３２が回動可能に接続される。
連続部３１３は、略長方形の板状に形成されており、一方の長辺が可動部材接続部３１１
の下辺に連続し、他方の長辺がリンク接続部３１２の下辺に連続する。
【０１９４】
　第１リンク部材３０２は、第１アーム３２１と、第２アーム３２２とを備えている。第
１アーム３２１と第２アーム３２２は、前後方向に延びる回動軸３２３（図１９参照）に
よって互いに回動可能に接続されている。
【０１９５】
　第１アーム３２１は、細長い中空の直方体状に形成されている。第１アーム３２１の長
手方向の一端部には、歯部３２４が設けられている。また、第１アーム３２１の長手方向
の一端部は、動力発生ブロック３０４の後述する支軸３６５に回動可能に支持される。
【０１９６】
　第１アーム３２１の長手方向の他端部は、回動軸３２３により第２アーム３２２に回動
可能に接続されている。また、第１アーム３２１の長手方向の中間部には、係合溝３２５
が設けられている。この係合溝３２５には、動力発生ブロック３０４の後述するクランク
ピン３８１が係合する。
【０１９７】
　第２アーム３２２は、第１アーム３２１と同様に、細長い中空の直方体状に形成されて
いる。第２アーム３２２の長手方向の一端部には、歯部３２６が設けられている。また、
第２アーム３２２の長手方向の一端部は、接続部材３０１のリンク接続部３１２に回動可
能に接続される。そして、第２アーム３２２の長手方向の他端部は、上述の回動軸３２３
により第１アーム３２１に回動可能に接続されている。
【０１９８】
　図１９に示すように、第１アーム３２１の内部空間と第２アーム３２２の内部空間は、
第１アーム３２１と第２アーム３２２の接続箇所を介して連通している。また、第１アー
ム３２１の長手方向の一端部には、開口部３２８が設けられている。そして、第２アーム
３２２の長手方向の一端部には、開口部３２９が設けられている。
【０１９９】
　上述の中央可動部材２２１は、ソレノイド２５１及び基板２４４，２６２，２６７等を
備えている。したがって、ソレノイド２５１及び基板２４４，２６２，２６７等に電力を
供給する必要がある。そこで、本実施形態では、動力発生ブロック３０４の後方に配置さ
れる中継基板（不図示）と中央可動部材２２１とに配線を接続して、ソレノイド２５１及
び基板２４４，２６２，２６７等に電力を供給する。
【０２００】
　配線（例えば、フレキシブル配線板でもよい）は、第１アーム３２１の開口部３２８か
ら第１アーム３２１の内部に入り、第２アーム３２２の内部を通って第２アーム３２２の
開口部３２９から出て、中央可動部材２２１に接続されている。すなわち、配線は、第１
アーム３２１及び第２アーム３２２の内部を通過して中央可動部材２２１のソレノイド２
５１等に接続されている。
【０２０１】
　第２リンク部材３０３は、第１リンク部材３０２と同様の構成を有しており、第１アー
ム３３１と、第２アーム３３２とを備えている。第１アーム３３１の長手方向の一端部に
は、第１リンク部材３０２の歯部３２４に噛み合う歯部３３４が設けられている。また、
第１アーム３３１の長手方向の一端部は、動力発生ブロック３０４の後述する支軸３６６
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に回動可能に支持される。
【０２０２】
　第１アーム３３１の長手方向の他端部は、回動軸（不図示）により第２アーム３３２に
回動可能に接続されている。また、第１アーム３３１の長手方向の中間部には、係合溝３
３５が設けられている。この係合溝３３５には、動力発生ブロック３０４の後述するクラ
ンクピン３８２が係合する。
【０２０３】
　第２アーム３３２の長手方向の一端部には、第１リンク部材３０２の歯部３２６に噛み
合う歯部３３６が設けられている。また、第２アーム３２２の長手方向の一端部は、接続
部材３０１のリンク接続部３１２に回動可能に接続される。そして、第２アーム３２２の
長手方向の他端部は、上述の回動軸３２３により第１アーム３２１に回動可能に接続され
ている。なお、第２リンク部材３０３の第１アーム３３１及び第２アーム３３２の内部に
は、配線を通さない。その代り、第２リンク部材３０３の第１アーム３３１には、後述す
るねじりコイルばね３６８の他端を係合させる。
【０２０４】
　図１８及び図２０に示すように、動力発生ブロック３０４は、移動機構ベース３４１と
、モータ３４２と、歯車列３４３と、ファン３４４とを備えている。
【０２０５】
　この移動機構ベース３４１は、横長の略長方形に形成されたベース板３５１と、ベース
板３５１の４辺に連続する上板３５２、下板３５３、左側板３５４、右側板３５５とを有
する。ベース板３５１は、第１リンク部材３０２及び第２リンク部材３０３に対向する前
面３５１ａと、前面３５１ａと反対側の面である後面３５１ｂとを有する。
【０２０６】
　ベース板３５１には、ピン受け部３６１，３６２が形成されている。ピン受け部３６１
，３６２は、それぞれ円弧状に形成されており、互いに適当な間隔をあけて左右方向（水
平方向）に並んでいる。
【０２０７】
　ピン受け部３６１の中間部は、両端部よりも高い位置にある。そして、ピン受け部３６
１のピン受け部３６２側の端部は、もう一方の端部よりも低い位置にある。ピン受け部３
６１には、中央移動機構２２４の後述するクランクピン３８１が係合する。
【０２０８】
　クランクピン３８１がピン受け部３６１のピン受け部３６２側の端部に位置すると、中
央可動部材２２１は、後述の演出位置に位置する。したがって、ピン受け部３６１のピン
受け部３６２側の端部を演出側端部とする。一方、クランクピン３８１がピン受け部３６
１のもう一方の端部に位置すると、中央可動部材２２１は、後述の待機位置に位置する。
したがって、ピン受け部３６１のもう一方の端部を待機側端部とする。
【０２０９】
　ピン受け部３６２の中間部は、ピン受け部３６１と同様に、両端部よりも高い位置にあ
る。そして、ピン受け部３６２のピン受け部３６１側の端部は、もう一方の端部よりも低
い位置にある。ピン受け部３６２には、中央移動機構２２４の後述するクランクピン３８
２が係合する。
【０２１０】
　クランクピン３８２がピン受け部３６２のピン受け部３６１側の端部に位置すると、中
央可動部材２２１は、後述の演出位置に位置する。したがって、ピン受け部３６２のピン
受け部３６１側の端部を演出側端部とする。一方、クランクピン３８２がピン受け部３６
２のもう一方の端部に位置すると、中央可動部材２２１は、後述の待機位置に位置する。
したがって、ピン受け部３６２のもう一方の端部を待機側端部とする。
【０２１１】
　図１８に示すように、ベース板３５１の前面３５１ａには、支軸３６５，３６６が設け
られている。支軸３６５，３６６は、ベース板３５１の前面３５１ａから略垂直に延びて
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いる。支軸３６５は、第１リンク部材３０２における第１アーム３３１の一端部を回動可
能に支持する。また、支軸３６６は、第２リンク部材３０３における第１アーム３３１の
一端部を回動可能に支持する。
【０２１２】
　また、ベース板３５１の前面３５１ａには、ばね係合片３６７が配置されている。支軸
３６６は、ねじりコイルばね３６８を貫通しており、ねじりコイルばね３６８の一端は、
ばね係合片３６７に係合している。一方、ねじりコイルばね３６８の他端は、第２リンク
部材３０３における第１アーム３３１に係合している。
【０２１３】
　ねじりコイルばね３６８は、本発明に係る付勢部材の一具体例を示すものであり、第２
リンク部材３０３の第１アーム３３１を、正面から見て左回り（反時計回り）方向へ付勢
する。すなわち、ねじりコイルばね３６８は、第２リンク部材３０３を上方へ付勢する。
これにより、第２リンク部材３０３の第１アーム３３１は、水平方向に延びる待機状態で
保持される。
【０２１４】
　また、第２リンク部材３０３における第１アーム３３１の歯部３３４は、第２リンク部
材３０３における第１アーム３３１の歯部３２４に噛み合っている。これにより、第２リ
ンク部材３０３の第１アーム３３１が待機状態で保持されている場合に、第２リンク部材
３０３の第１アーム３３１は、水平方向に延びる待機状態で保持される。
【０２１５】
　一方、第１アーム３２１，３３１が待機状態である場合に、第２アーム３２２，３３２
は、水平方向に延びており、接続部材３０１及び接続部材３０１に接続した中央可動部材
２２１（図１６参照）を待機位置に配置する。なお、中央可動部材２２１は、待機位置に
配置されると、枠体１１８の上辺部１２１（図７参照）に覆われる。
【０２１６】
　モータ３４２は、ベース板３５１の前面３５１ａに固定されている。このモータ３４２
は、右側板３５５側の端部に配置されている。モータ３４２の回転軸３４２ａ（図２０参
照）は、ベース板３５１を貫通し、ベース板３５１の後面３５１ｂから突出し、歯車列３
４３の後述の駆動歯車３７１に嵌合している。
【０２１７】
　図２０に示すように、歯車列３４３は、ベース板３５１の後面３５１ｂに配置されてお
り、駆動歯車３７１、従動歯車３７２、従動歯車３７３、従動歯車３７４、従動歯車３７
５、及び、従動歯車３７６を有している。駆動歯車３７１、従動歯車３７２、従動歯車３
７３、従動歯車３７４、従動歯車３７５、及び、従動歯車３７６は、右側板３５５側から
左側板３５４側へ順に並んでおり、それぞれベース板３５１に回転可能に支持されている
。
【０２１８】
　駆動歯車３７１、従動歯車３７２、従動歯車３７３、従動歯車３７４、従動歯車３７５
、及び、従動歯車３７６は、それぞれ隣り合う歯車に噛み合っている。駆動歯車３７１に
は、モータ３４２の回転軸３４２ａが嵌合している。従動歯車３７３及び従動歯車３７６
は、本発明に係るクランク部材の一具体例を示すものである。従動歯車３７６には、クラ
ンクピン３８１が設けられており、従動歯車３７３には、クランクピン３８２が設けられ
ている。
【０２１９】
　従動歯車３７６のクランクピン３８１は、ベース板３５１のピン受け部３６１と、第１
リンク部材３０２における第１アーム３２１の係合溝３２５に係合している。また、従動
歯車３７３のクランクピン３８２は、ベース板３５１のピン受け部３６２と、第２リンク
部材３０３における第１アーム３３１の係合溝３３５に係合している。
【０２２０】
　ファン３４４は、ベース板３５１の後面３５１ｂに固定されている。このファン３４４
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は、左側板３５４側の端部であって、従動歯車３７６の側方に配置されており、歯車列３
４３を冷却する。
【０２２１】
［中央可動ユニットの動作］
　次に、中央可動ユニットの動作について、図２１～図２４を参照して説明する。
　図２１は、中央動ユニットの動作説明図（その１）である。図２２は、中央動ユニット
の動作説明図（その２）である。図２３は、中央動ユニットの動作説明図（その３）であ
る。図２４は、中央動ユニットの動作説明図（その１）である。
【０２２２】
　中央可動ユニット１０５の中央可動部材２２１は、通常、待機位置（図８参照）に位置
しており、特別の演出を行う際に、下降して図２４に示す演出位置に移動する。中央可動
部材２２１が待機位置に配置された状態では、第２リンク部材３０３の第１アーム３３１
が左回り（反時計回り）方向へ付勢されて待機状態になっている。そして、中央移動機構
２２４におけるクランクピン３８１，３８２は、ピン受け部３６１，３６２の待機側端部
に位置する。
【０２２３】
　上述したように、ピン受け部３６１，３６２の最上部は、待機側端部よりも高い位置に
ある。そして、中央可動部材２２１を待機位置から演出位置に移動（下降）させる場合に
は、クランクピン３８１，３８２が、ピン受け部３６１，３６２の待機側端部から最上部
を通過して演出側端部へ移動する。そして、クランクピン３８１，３８２がピン受け部３
６１，３６２の最上部を通過する場合は、中央可動部材２２１が待機位置から上昇して移
動範囲の最上部に到達してから下降することになる。
【０２２４】
　したがって、中央可動部材２２１が待機位置に配置された状態において、モータ３４２
に脱調が生じても、中央可動部材２２１が自然に上昇することが無いため、クランクピン
３８１，３８２がピン受け部３６１，３６２の最上部を通過することは無い。その結果、
クランクピン３８１，３８２は、待機側端部に係合した状態が維持され、中央可動部材２
２１の自然落下を防止することができる。
【０２２５】
　中央可動部材２２１を待機位置から演出位置に移動させるには、中央移動機構２２４に
おけるモータ３４２（図２１参照）を駆動して、駆動歯車３７１を後方から見て右回り（
時計回り）に回転させる（図２０参照）。これにより、従動歯車３７２が後方から見て左
回り（反時計回り）に回転し、従動歯車３７３が右回りに回転する。その結果、従動歯車
３７３のクランクピン３８２が、ピン受け部３６２の待機側端部から演出側端部へ向けて
移動する。
【０２２６】
　また、従動歯車３７４が後方から見て左回りに回転し、従動歯車３７５が右回りに回転
する。そして、従動歯車３７６が後方から見て左回りに回転する。その結果、従動歯車３
７６のクランクピン３８１が、ピン受け部３６１の待機側端部から演出側端部へ向けて移
動する。
【０２２７】
　ピン受け部３６１，３６２の待機側端部から演出側端部へ向けて移動するクランクピン
３８１，３８２は、第１リンク部材３０２及び第２リンク部材３０３の第１アーム３２１
，３３１を押圧する。
【０２２８】
　第１アーム３２１，３３１が待機状態である場合において、クランクピン３８１，３８
２が係合する係合溝３２５，３３５は、歯部３２４，３３４側の端部の方が第２アーム３
２２，３３２の接続側の端部よりも高い位置にある。そして、クランクピン３８１，３８
２は、係合溝３２５，３３５における第２アーム３２２，３３２の接続側の端部に位置し
ている。
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【０２２９】
　したがって、ピン受け部３６１，３６２の待機側端部から演出側端部へ向けて移動する
クランクピン３８１，３８２が、第１アーム３２１，３３１を押圧すると、第１アーム３
２１，３３１は、支軸３６５，３６６を中心に、第２アーム３２２，３３２側の端部が下
方に変位するように回動する。
【０２３０】
　これにより、第１アーム３２１，３３１における第２アーム３２２，３３２側の端部が
互いに接近し、第２アーム３２２，３３２における第１アーム３２１，３３１側の端部が
互いに接近する。このとき、第２アーム３２２，３３２の互いの歯部３２６，３３６が噛
み合っており、第２アーム３２２，３３２における歯部３２６，３３６側の端部を下方に
案内する。その結果、図２１に示すように、第２アーム３２２，３３２における歯部３２
６，３３６側の端部は、下方に変位する。
【０２３１】
　第２アーム３２２，３３２における歯部３２６，３３６側の端部には、接続部材３０１
が接続されている。そのため、第２アーム３２２，３３２における歯部３２６，３３６側
の端部が下方に変位すると、接続部材３０１が下方へ移動する。その結果、図２２に示す
ように、接続部材３０１に接続された中央可動部材２２１が下方へ移動し、枠体１１８に
おける上辺部１２１の下部から突出する。なお、上辺部１２１の下部から突出した中央可
動部材２２１は、液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる。
【０２３２】
　図２１及び図２２に示す状態から、さらに駆動歯車３７１を後方から見て右回りに回転
させると、クランクピン３８１，３８２が、ピン受け部３６１，３６２の中間部から演出
側端部へ向けて移動する。そして、クランクピン３８１，３８２が、ピン受け部３６１，
３６２の演出側端部に当接すると、第１リンク部材３０２及び第２リンク部材３０３の回
動動作が終了し、中央可動部材２２１が演出位置に配置される。
【０２３３】
　なお、中央可動部材２２１を演出位置から待機位置に移動させるには、モータ３４２（
図２３参照）を駆動して、駆動歯車３７１を後方から見て左回り（反時計回り）に回転さ
せる（図２０参照）。これにより、クランクピン３８１，３８２が、ピン受け部３６１，
３６２の演出側端部から待機側端部へ向けて移動する。
【０２３４】
　ピン受け部３６１，３６２の演出側端部から待機側端部へ向けて移動するクランクピン
３８１，３８２は、第１リンク部材３０２及び第２リンク部材３０３の第１アーム３２１
，３３１を押圧する。これにより、第１アーム３２１，３３１は、支軸３６５，３６６を
中心に、第２アーム３２２，３３２側の端部が上方に変位するように回動する。そして、
第２アーム３２２，３３２における歯部３２６，３３６側の端部が、上方に変位する。
【０２３５】
　第２アーム３２２，３３２における歯部３２６，３３６側の端部が上方に変位すると、
接続部材３０１が上方へ移動する。その結果、接続部材３０１に接続された中央可動部材
２２１が上方へ移動し、枠体１１８における上辺部１２１に対向する待機位置に配置され
る。
【０２３６】
　本実施形態では、中央可動部材２２１が上下方向に移動すると共に、中央可動部材２２
１の一対の可動片２３３，２３４が回動軸２６３，２６８を中心に回動する。これにより
、中央可動部材２２１全体の動作を複雑化することができ、中央可動部材２２１を用いた
演出の興趣を高めることができる。また、可動片２３３，２３４は、中央可動部材２２１
が移動範囲のいずれの位置にあっても動作することができるため、中央可動部材２２１を
用いた演出のパターンを増やすことができる。
【０２３７】
　また、本実施形態では、第２リンク部材３０３と移動機構ベース３４１との間にねじり
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コイルばね３６８を配置して、第２リンク部材３０３を上方へ付勢する。これにより、接
続部材３０１を介してリンク部材３０２，３０３に接続された中央可動部材２２１を安定
した状態で待機させることができる。
【０２３８】
　また、本実施形態では、ソレノイド２５１に電力を供給するための配線が第１リンク部
材３０２（第１アーム３２１と第２アーム３２２）の内部を通過する。これにより、配線
がリンク部材３０２，３０３の外部及び中央可動部材２２１の周りに露出しない。その結
果、中央可動部材２２１の美観を損なう虞がなく、中央可動部材２２１のデザイン性を向
上させることができる。
【０２３９】
＜腰部パネルの構成＞
　次に、腰部パネル１２の構成について、図２５及び図２６を参照して説明する。
　図２５は、腰部パネル１２の分解斜視図である。図２６は、腰部パネル１２を水平方向
に断面した断面図である。
【０２４０】
　図２５に示すように、腰部パネル１２は、外装カバー４０１と、複数の基板４０２と、
複数のＬＥＤ（light emitting diode）４０３と、複数の導光部材４０４と、複数のリフ
レクタ４０５とを備えている。
【０２４１】
［外装カバー］
　外装カバー４０１は、左右方向に長い長方形の板状に形成されており、ドア本体９の中
央部に対向している。外装カバー４０１は、透光性を有する合成樹脂によって、パチスロ
１に関連する装飾に応じた凹凸が形成されている。すなわち、外装カバー４０１のドア本
体９に対向する後面と、後面と反対側の面である前面には、パチスロ１に関連する装飾に
応じた凹凸が形成されている。
【０２４２】
　また、本実施形態では、浸透印刷により第１の色で外装カバー４０１の一部を成型し、
その後、インサート成型を行うことにより、一部が第１の色であり、他部が第２の色であ
る外装カバー４０１を設けている。
　なお、外装カバー４０１の前面は、フロントドア２ｂがキャビネット２ａの開口を閉じ
る閉鎖状態である場合において、前方（遊技者側）を向く。
【０２４３】
［複数の基板］
　複数の基板４０２は、基板４０２ａ、基板４０２ｂ、基板４０２ｃ、基板４０２ｄ、及
び、基板４０２ｅから構成されている。基板４０２ａ～４０２ｅは、ドア本体９の中央部
にねじ等の固定部材を用いて固定されており、一方の平面が外装カバー４０１の後面に対
向する。そして、基板４０２ａ～４０２ｅは、外装カバー４０１の凹凸に合わせて段状に
配置されている。
【０２４４】
　図２６に示すように、基板４０２ｃ、基板４０２ｄ、及び、基板４０２ｅは、基板４０
２ａ、及び、基板４０２ｂよりも前方に配置されている。なお、本実施形態では、複数の
基板４０２ａ～４０２ｅを２段状に配置したが、本発明に係る複数の基板は、外装カバー
の凹凸に合わせて３段状や４段状など２段状以上にしてもよい。
【０２４５】
　また、各基板４０２ａ～４０２ｅの一方の平面には、光源の一具体例を示す複数のＬＥ
Ｄ４０３が実装されている。複数のＬＥＤ４０３は、外装カバー４０１の後面に向かって
光を出射する。
【０２４６】
［導光部材］
　複数の導光部材４０４は、導光部材４０４ａ、導光部材４０４ｂ、導光部材４０４ｃ、
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導光部材４０４ｄ、及び、導光部材４０４ｅから構成されている。導光部材４０４ａ～２
０４ｅは、ドア本体９の中央部にねじ等の固定部材を用いて固定されており、基板４０２
ａ～４０２ｅに合わせて段状に配置されている。
【０２４７】
　導光部材４０４ａは、基板４０２ａに対向しており、基板４０２ａに実装したＬＥＤ４
０３から出射される光を外装カバー４０１へ導く。導光部材４０４ｂは、基板４０２ｂに
対向しており、基板４０２ｂに実装したＬＥＤ４０３から出射される光を外装カバー４０
１へ導く。導光部材４０４ｃは、基板４０２ｃに対向しており、基板４０２ｃに実装した
ＬＥＤ４０３から出射される光を外装カバー４０１へ導く。
【０２４８】
　導光部材４０４ｄは、基板４０２ｄに対向しており、基板４０２ｄに実装したＬＥＤ４
０３から出射される光を外装カバー４０１へ導く。導光部材４０４ｅは、基板４０２ｅに
対向しており、基板４０２ｅに実装したＬＥＤ４０３から出射される光を外装カバー４０
１へ導く。
【０２４９】
　導光部材４０４ｅには、複数のリフレクタ４０５を貫通させる３つの貫通孔４０６ａ，
４０６ｂ，４０６ｃが設けられている。貫通孔４０６ａ，４０６ｂ，４０６ｃは、それぞ
れ略長方形に形成されており、外装カバー４０１の特定部位（爪痕を模した形状）に対向
している。
【０２５０】
［リフレクタ］
　複数のリフレクタ４０５は、リフレクタ４０５ａ、リフレクタ４０５ｂ、及び、リフレ
クタ４０５ｃから構成されている。リフレクタ４０５ａ、リフレクタ４０５ｂ、及び、リ
フレクタ４０５ｃは、導光部材４０４ｅの貫通孔４０６ａ，４０６ｂ，４０６ｃの外形に
応じた外形であり筒状に形成されている、リフレクタ４０５ａ、リフレクタ４０５ｂ、及
び、リフレクタ４０５ｃの軸方向の一端は、基板４０２ｅに対向しており、他端は、外装
カバー４０１の特定部位（爪痕を模した形状）４０７に対向している。
【０２５１】
　リフレクタ４０５ａ、リフレクタ４０５ｂ、及び、リフレクタ４０５ｃの筒孔内には、
基板４０２ｅに実装された複数のＬＥＤ４０３のうちのいくつかのＬＥＤ４０３が配置さ
れる。リフレクタ４０５ａ、リフレクタ４０５ｂ、及び、リフレクタ４０５ｃは、筒孔内
に配置されたＬＥＤ４０３が出射した光を外装カバー４０１の特定部位４０７に向けて反
射させる。これにより、ＬＥＤ４０３の削減を図りながら、外装カバー４０１の特定部位
４０７を外装カバー４０１のその他の部位よりも多くの光量で発光させることができる。
【０２５２】
　導光部材４０４ａ～４０４ｅは、同様の構造になっている。そのため、ここでは、導光
部材４０４ａを例に挙げて、導光部材の構造について、図２７及び図２８を参照して説明
する。
　図２７は、導光部材の斜視図である。図２８は、図２７に示すＡ－Ａ線に沿う断面図で
ある。
【０２５３】
　図２７に示すように、導光部材４０４ａの基板４０２ａに対向する面には、ＬＥＤ４０
３に対向する突部４０８が形成されている。また、突部４０８の周囲には、複数の溝部４
０９が形成されている。複数の溝部４０９は、突部４０８を中心とした波紋状に配置され
ている。
【０２５４】
　図２８に示すように、突部４０８は、凸レンズのように円形の中心が頂点となるように
突出しており、導光部材４０４ａの突部４０８と反対側の面には、突部４０８に対向する
凹部４１０が形成されている。導光部材４０４ａは、突部４０８から入射した光を繰り返
し全反射させて、外装カバー４０１に対向する面に導き、外装カバー４０１に対向する面
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から前方へ（外装カバー４０１に向けて）出射する。
【０２５５】
　本実施形態では、突部４０８を中心とした波紋状に溝部４０９を配置した。これにより
、導光部材４０４ａで全反射して導光部材４０４ａの基板４０２ａに対向する面に向かっ
た光を、再び反射して導光部材４０４ａの外装カバー４０１に対向する面へ向かわせるこ
とができる。
【０２５６】
　本実施形態では、凸レンズのように突出する突部４０８を設けたため、ＬＥＤ４０３か
ら出射した光を導光部材４０４ａ内に効率よく入射させる（取り込む）ことができる。ま
た、導光部材４０４ａ内に入射して基板４０２ａに対向する面に向かった光を、溝部４０
９によって反射して導光部材４０４ａの外装カバー４０１に対向する面へ向かわせること
ができる。その結果、ＬＥＤ４０３の削減を図りながら、導光部材４０４ａの面発光に必
要な光量を確保することができる。
【０２５７】
　本実施形態では、外装カバー４０１に凹凸を形成したため、外装カバー４０１の表面を
平面状に形成する場合よりも腰部パネル１２の見栄えを向上させることができる。その結
果、腰部パネル１２を用いて機種の個性を際立たせることができる。また、複数の基板４
０２が外装カバー４０１の凹凸に合わせて段状に配置されるため、複数の基板４０２に実
装されたＬＥＤ４０３が出射して外装カバー４０１へ到達する光のバラツキを抑制するこ
とができる。
【０２５８】
　以上、本発明の一実施形態に係る遊技機の構成及び動作について、その作用効果も含め
て説明した。しかしながら、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、特
許請求の範囲に記載した本発明の要旨を逸脱しない限り、種々の実施形態及び変形例が含
まれる。
【０２５９】
　例えば、本実施形態では、中央可動部材２２１の一対の可動片２３３，２３４を動作さ
せるための動力源としてソレノイド２５１を適用した。しかし、本発明に係る中央可動部
材に設ける動力源としては、モータや電磁力などを適用してもよい。
【０２６０】
　また、本実施形態では、演出位置に移動した左可動部材１５１の一部が、液晶表示装置
１１の表示部１１ａに重なるようにした。しかし、本発明に係る左可動部材の演出位置と
しては、全体が液晶表示装置１１の表示部１１ａに重なる位置であってもよい。
【０２６１】
　また、本実施形態では、腰部パネル１２において、複数の基板４０２ａ～４０２ｅのう
ちの１つである４０２ｅに実装したＬＥＤ４０３から出射された光を、リフレクタ４０５
ａ～４０５ｃによって反射し、外装カバー４０１の特定部位４０７に導いた。しかし、本
発明に係るリフレクタは、その他の基板４０２ａ～４０２ｄに実装したＬＥＤ４０３から
出射された光を反射して外装カバー４０１の特定部位に導いてもよい。
【０２６２】
　また、本実施形態では、本発明の遊技機としてパチスロ遊技機を例に挙げて説明した。
しかしながら、本発明の遊技機としては、例えば、パチンコ遊技機であってもよい。
【符号の説明】
【０２６３】
　１…パチスロ（遊技機）、　２…外装体(遊技機本体)、　２ａ…キャビネット、　２ｂ
…フロントドア、　３Ｌ…左リール、　３Ｃ…中リール、　３Ｒ…右リール、　４Ｌ，４
Ｃ，４Ｒ…表示窓、　１０…フロントパネル、　１１…液晶表示装置、　１１ａ…表示部
、　１２…腰部パネル、　１６…スタートレバー、　１７Ｌ…左ストップボタン、　１７
Ｃ…中ストップボタン、　１７Ｒ…右ストップボタン、　２３…仕切り部材、　２３ａ…
仕切り片、　２３ｂ…凸レンズ、　１０１…パネル枠、　１０２…装飾カバー、　１０５



(32) JP 2016-190035 A 2016.11.10

10

…中央可動ユニット、　１０６…左可動ユニット、　１０７…右可動ユニット、　１５１
…左可動部材、　１５２…スライドベース、　１５３…左移動機構、　１５６…右可動部
材、　１６１…可動部材本体、　１６２…裏蓋、　１６３…透光部、　１６４…突出部（
指示部）、　１６７…基板、　１６８…ＬＥＤ、　１６９…接続部、　１７１…ベース部
、　１７１ａ…貫通孔、　１８１…ガイド部材、　１８２…スライダ、　１８３…接続部
材、　１８４…係合部材、　１８５…モータ、　１９１…ガイドベース、　１９２Ａ，１
９２Ｂ…ガイド軸、　１９３…ガイド溝、　１９４Ａ，１９４Ｂ…軸固定部、　１９６…
係合筒部、　１９７…係合凹部、　２０１…接続ピン、　２０２…アーム部、　２０３…
係合突部、　２０５…接続ピン回転用ガイド溝、　２０５ａ…直線部、　２０５ｂ…湾曲
部、　２０６…クランク、　２０７…クランク本体、　２０７ａ…クランク係合突起、　
２０８…センサ検出部
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